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日学祭

体育祭
開催日決定！

今年から谷川平夫校長に代わって、新しく校長を務めることになりまし
た。前校長がこれまでに培われてこられた教育を受けまして、明治大
学との高大連携をさらに進化発展させながら、頑張っていこうと考えて
おります。長い歴史の中でご尽力頂いた諸先輩を前に、学園の将来を
語ることなど失礼なことと思いますが、今まで明大中野と同八王子中高
や八王子学園中高の経験を活かしながら、生徒一人ひとりが輝きのあ
る学校にしたいと考えています。入学式を終え始業式で全校生徒に、
前向きにスタートを切ろうという話をしました。このことは、自身の気持ち
でもあり大切な一言です。自分の力で、どんなに苦しいときにも諦めるこ
となく、前向きに歩み続けることを話したつもりです。結果を求めて簡単
な方法でそれが得られることを求めるような時代ですが、愚直に一歩
一歩進ませて頂きます。

ごあいさつ
日本学園 中学校・高等学校 校長 小岩利夫7年半務めた母校の校長を退任致しました。在任中に皆様からいただいた温かい

ご支援とご協力に心から御礼を申し上げます。就任時に、ゼロからの出発という意
気込みで学校改革を行おうと「にちがく元年」という標語を掲げました。その際に
私は次のような学校を作ろうと思いました。三か条になります。
①　生徒が誇りを持って学べる学校
②　教職員が誇りを持って働ける学校
③　卒業生が誇りを持って「日本学園出身」と言える学校　－です。
ここ数年の学園生徒の文武両道面における活躍ぶりはご承知のとおりです。明治
大学と高大連携したことは日本学園の社会的評価を大いに高めました。前記三か
条の目標を100%達成できたとは言いませんが、そこに向けての確実な一歩は刻め
たと思います。次の段階として小岩新校長が日本学園を一流校の地位にまで引き
上げてくれることを確信しています。

ご支援に感謝
学校法人 日本学園 特別顧問 谷川平夫（S34年卒）

OB 諸兄におかれましては、ますますご壮健にて
ご活躍のことと存じます。日頃より梅窓会（同窓会）
活動にご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。さて、明年７月、母校・日本学園は創立
130周年の佳節を迎えます。1885年（明治18年）

校祖・杉浦重剛先生を中心に、各界を代表する名士の総力を結集
して開校した東京英語学校。それから今日に至るまで、母校は自由
と文武両道の旗の下、次世代を担う前途有為の人材を輩出し続け
ています。その歩みを支えてきたのは、日本学園に学び、各界で活

日本学園創立１３０周年記念同窓会パーティー
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躍されているOB 諸兄に他なりません。明年に向けて、母校では著
名 OBによる『記念講演会（仮称）』を始めとする祝賀行事を計画
しています。梅窓会・運営委員会も母校と共に行事の企画・運営
を推進いたします。この祝賀行事を成功させると共に、母校のさら
なる発展につなげるためには、OB 諸兄の多方面にわたるご支援が
欠かせません。卒業生の力を合わせて、愛する母校の創立 130 周
年を盛大に祝おうではありませんか。今後とも何卒、ご理解・ご協
力を賜りたく、お願い申し上げます。

梅窓会  会長 S30 年卒　髙木光

会費納入はカンタンです

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S17 三島　仙弥 H28.  5.28
S17 三戸　良夫 H28.  4
S18 西見　一郎 H29.  3.  6
S18 渡辺　正清 H28. 1 .22
S20･4 福重　基温 H28.  8.  6
S22 宇木　俊夫 H29.  2.11
S22 遠藤　　豊 H28.11.24
S22 山本淳之祐 H27.  1.  1
S24 本橋　俊輔 H28.  5.  8
S24 吉岡　　實 H28.  2.24
S25 奥　　隆美 H29.  1.  9

S26 山本　武之 H28.  2
S27 弘法堂俊雄 H26.  3.17
S27 鈴木　政雄 H28.10.19
S28 河野　福治 H29.  1.26
S34 柘植一二三 H28.  3.  7
S34 佐藤　　健 H28.  4.25
S34 佐藤　悳也 H28.
S38 桐田　　功 H29.  4.  6
S45 川島　尚己 H28.  7.14
S42 小林　健司 10年前

訂正とお詫び
会報 85 号最終頁の哀悼欄

Ｓ20.５卒の日比重昭様の逝去年月日

「Ｈ27.１.１」を「Ｈ27.11」に訂正しお詫び致します。

訂正とお詫び
会報 84 号２頁の「学校法人日本学園　役員・評議員決まる」の中

お名前を　「矢嶋良二朗」を「矢島良治朗」に

会報 84 号　哀悼欄の多田辰一様の卒年を「S20.5」を「S20.4」に

それぞれ訂正しお詫び致します。

議案審議の模様（昨年度） 懇親会の模様（昨年度）

議案審議の模様（昨年度）

「平成29年度梅窓会総会・懇親会」が６月24日（土）14時よ

り日本学園内特７教室において開催する運びとなりました。

議案は●平成28年度事業報告●同決算報告。続いて●平成

29年度事業計画●同予算案の審議を予定しております。総

会終了後は引き続き同じ会場で懇親会に入り、年代を超えた

OB達の懇親の場を設ける予定です。なお総会では、来賓とし

て、堀内理事長、水野新校長にもご出席いただき学園の近況

報告等のお話をしていただく予定です。皆様のご出席を心か

らお待ちしております。

梅窓会　会長　髙木　光

梅窓会運営委員会では『常任幹事会』の開催に当たり、約

200名の常任幹事の方には往復ハガキで出席をお願いして

いますが、毎回出席者数は30～40名前後と極めて少ない状

況が続いています。梅窓会は“OBの総意に基づいて運営され

る組織”であり、『常任幹事』は同窓生の代表者として、組織の

運営に積極的に参加する役目を担っています。現在、母校は

飛躍の時期を迎えています。この勢いを後押しし、名門回帰

への道筋と社会的評価を盤石なものにするためには、OBの

結束と応援が不可欠です。また、若い世代のOB諸君にとっ

て、梅窓会は将来の役に立つ人脈づくりの格好の場でもあり

ます。ぜひ『常任幹事会』にご出席くださいますよう、お願い申

し上げます。

●開催日：６月10日（土）午後３時～４時

●会　場：学園特７教室（木造校舎の２階）
 （開催場所は当日変更する場合もあります）

●議　題：平成28年度事業報告、
 決算報告ならびに平成29年度事業計画・予算（案）

梅窓会　会長　髙木　光

トライアスロン部が出場するということで９月11日（日）2016年トライアスロン・フェスティバ
ル（立川にある昭和記念公園にて）に行って来ました。トライアスロンはオリンピックの正式種
目にもなっており年々出場者が増えているとのことで今回は小中高校生合わせて630名ほどが
全国から昭和記念公園に集合。高校生の部は10時30分スタート、スイム（水泳）、バイク（自転車）、
ラン（ランニング）の順で広大な昭和記念公園を全力で走ります。日学は７名の選手がエント
リーし全員走り切りました。会場には大きな日本学園トライアスロン部のテントがあり、ひとき
わ目立ち、来場者に日学トライアスロン部をアピールしていました。（2014年度から日本トライ
アスロン連合により「トライアスロン強化クラブ」として、全国中高から唯一認定されました。）
監督の堀越先生がとても明るく、選手達もこの大会を大いに楽しんでいました。部員の父母、顧
問の伊藤先生も応援に来られており全員で記念撮影。これからの日学トライアスロン部の活躍
が期待される大会でした。

レポート
活　動
クラブ

トライアスロン部が出場する高校生大会に行って来ました。

東京都ではフットサルは盛んですが、全国的にはその認知は未だ狭い世界に留まっております。
一歩先を行く日本学園では「アルバトロス」というフットサルチームがあり、東京都ユース
（U-18）フットサル２部（10チーム）に属し、リーグ戦を戦っております。フットサルはスピード
感溢れるスポーツで見ていてハラハラドキドキの世界ですが、選手たちは全力でピッチを駆け
廻り技とスピード、一瞬の判断力でボールを繋ぎゴールに蹴り込む実に面白いスポーツだと感
じました。前期の試合がほぼ終わった９月末現在で５勝４敗、５位以上が確定。後期は一部リー
グ昇格を目指し勉学との両立で練習に励んでいます。
OBの方々はぜひ会場まで足を運び「日本学園アルバトロス」の応援お願いいたします。

実力を付けて来たフットサルチーム「日本学園アルバトロス」。

５月15日（日）、日学硬式テニス部の「インターハイ東京予選 団体戦」が東京国立市の都立国立高
校のコートで行われるということで取材に行きました。東京地方は雲一つない五月晴れ、絶好の
試合日和です。日学は出場選手は高校３年生が２名、高校２年生が３名、合計５名でダブルスと
シングルスを戦います。
第一試合の都立調布南高校戦はダブルス、シングルスとも圧倒的な強さで３：０で日学テニス部
が快勝。第２試合は都立国立高校（都立高校のテニス大会で平成26年度に優勝の経験がある都立
の強豪校）との試合。結果はシングルスで１勝したものも惜敗。あと一歩というところの試合で
した。
スポーツコースではないテニス部ですが、日学では人気のある運動部。あのコンディションの悪
い日学のグランドのコートでよく練習しているのを見かけました。国立高校には負けはしまし
たが実に頑張ってくれました。これからまだまだ伸びる日学硬式テニス部であることをこの試
合を見て大いに実感しました。監督、顧問、出場選手、部員の皆さん、クラスメートの皆さん、そし
て保護者の皆さん、お疲れ様でした。

テニス部「インターハイ東京予選 団体戦」の試合を見に行きました。

今年の自転車部夏休みの恒例の遠征は合掌造り集落で有名な世界遺産の白川郷（岐阜県大野郡
白川村）への往復１千キロのツーリング。８月７日（日）夜明け前に第１班の高校生部員10名（中
学生もいます）で自転車部顧問土居先生と共に元気に学園を出発。そして全員日焼けした体で無
事に８月13日（土）陽もすっかり落ちた夕刻７時過ぎライトを灯し日本学園の正門をくぐり帰っ
てきました。クイックリリース仕様のマウンテンバイクでの長旅の１週間、行く先々でいろいろ
なことがあったことでしょう。足、腰、腕、手首、そしてお尻も痛くなる中、上級生は下級生を励ま
し、同級生はお互いに声を掛け合い、1000キロ以上を走破しました。出迎えの保護者、我々梅窓会
有志を前に部員一人一人遠征の感想を元気な声で語ってもらいました。
そして自転車部顧問土居先生の遠征終了の挨拶の後、こんどは自転車部の部長が保護者の用意
した遠征のお祝いの用紙に赤のマジックで遠征距離数の1076kmの数字を大きく書き入れまし
た。そして無事帰京を祝って全員で記念撮影を行い出迎えセレモニーは終了いたしました。しか
しまだ自転車部の遠征は続きました。部員が増えて嬉しい悲鳴の自転車部、第２班の中学生の自
転車部員が房総半島への遠征。帰京は８月19日（金）夕刻。全員日焼けした真っ黒な顔でひとまわ
り逞しくなって帰って来ました。

自転車部「世界遺産の白川郷」へ遠征。出迎えセレモニーに参加。

今回はスポーツコース以外のクラブで活発に活動している部を紹介いたします。

青のユニフォームが日本学園アルバトロス

手前側が日学テニス部（ダブルスの試合）

試合前に後輩部員と共に円陣を
組み気合を入れます

1076kmを走破した自転車部を
迎える父母と梅窓会有志

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年会費   4,000円　毎年1回／同封の郵便振替用紙で納入してください。

終身会費 40,000円　最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

ＯＢの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣味の会などをインターネットの「梅窓会
ブログ」や梅窓会報に掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月は除く）午後に梅窓会事
務所まで連絡をお願いいたします。パソコンなどの電子メールをご利用の方は「梅窓会ブログ」内に
ありますメールで直接原稿を投稿することもできます。皆さまの情報をお待ちしております。

梅窓会　広報部会

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました広
告を再開いたします。
広告内容は企業広告、個人名刺広告、同期会開催通知、同窓生へのメッ
セージなど、会報にふさわしい内容を希望いたします。卒業生ならびに
学園関係者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。ご希望の方
は下記までお問合せ下さい。

会費納入はカンタンです

ＯＢ情報大募集中！

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S12 平石　久馬 H28.  5.  7
S15 福並　大圓 H28.  7.  7
S17 関　　　亮 H28.  4.21
S18 福長　哲三 H28.  1.31
S19 湯野川五郎 H28.  6.  3
S23 柳田　守生 H27.  7.26
S25 吉川　道也 H28.  4.18
S26 根岸　　茂 H27.  6.13
S26 宮原　明治 H28.  2.

S26 柳田　健次 H27.  5.30
S27 鈴木　政雄 H28.10.19
S28 田村　孝久 H28.  1.26
S30 周佐　昌孝 H28.  4.20
S31 伊藤　一夫 H28.  5.
S31 村尾　　懿 H28.  5.  7
S34 荻本征四郎 H28.  8.19
S38 本多　幹夫 H13.  2.30

検索梅窓会ブログ 検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、クリックするだけでご覧になれます。

（2016/4/1ー2017/3/31　単位：円）

収入

　　　　正会員（終身） 600,000 800,000

　　　　正会員（年） 540,000 600,000

　　　　賛助会費 689,000 1,000,000

　　正会員計 1,829,000 2,400,000

　　準会費 1,832,400 1,864,800

　　雑収入 2,668 1,500

　　収入合計 3,664.068 4,266,300

支出

　一般管理費

　　　　委員会運営費 485,330 400,000

　　　　通信費 257,291 186,000

　　　　旅費交通費 11,168 20,000

　　　　事務・消耗品費 252,066 200,000

　　　　会議費 20,000 20,000

　　　　雑費 164,900 150,000

　　　　口座徴収費 61,590 35,000

　　　　慶弔費 36,200 30,000

　　　　人件費 319,900 300,000

　　　　水道光熱費 100,000 100,000

　一般管理費計 1,708,445 1,441,000

　業務運営費

　　　　備品費 47,773 30,000

　　　　卒業記念品費用 530,100 300,000

　　　　会報費 1,184,280 1,200,000

　　　　学園行事協力費 15,000 15,000

　　　　学園行事支援費 190,000 190,000

　　　　補助寄付金（奨学金） 1,000,000 1,000,000

　　　　予備費 118,318 90,000

　業務運営費計 3,085,471 2,825,000

支出合計 4,793,916 4,266,000

収支差額 -1,129,848 300

次期繰越金 9,400,754 9,401,054

予　　算前年度実績

平成28年度 梅窓会予算
学校説明会 日程

中学校

11月23日（水・祝） 入試体験
※小６対象（要予約８時30分）
12月２日（金）　10時～
12月21日（水）　18時～
１月20日（金）　18時～

学校案内・募集要項は直接学校へお問合せ下さい。
日本学園中学校・高等学校

TEL03-3322-6331　http://www.nihongakuen.ed.jp

2017年度 生徒募集!!

広告募集のお知らせ

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年会費   4,000円　毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。

終身会費 40,000円　最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

高等学校

11月26日（土） 14時～
12月３日（土） 14時～
12月10日（土） 10時～
１月10日（火） 18時～

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトはこちらにお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました
広告を再開いたしました。広告内容は企業広告、個人名刺広告、同期
会開催通知、同窓生へのメッセージなど、会報にふさわしい内容を希
望いたします。卒業生ならびに学園関係者の皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。ご希望の方は下記までお問合せ下さい。

広告募集のお知らせ

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトは編集部にお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

6月24日土 学園にて開催いたします
平成29年度「梅窓会総会」開催日決定！

6.19
sun

常任幹事の方々の参加をお願いいたします。
春の「常任幹事会」が開催されます。６月10日土

（単位：円）●平成29年３月末現在繰越金残高内訳

決算報告

繰越残高  94,467

預金残高  

　三菱東京ＵＦＪ銀行　永福町支店 普通 0151581 913,834

　三菱東京ＵＦＪ銀行　永福町支店 普通 0162414 6,574,801

　みずほ銀行　 北沢支店 普通 0220559 519,686

　ゆうちょ銀行　普通預金 10090-31282681 217,206

　ゆうちょ銀行　普通預金 10040-52625751 201,311

　ゆうちょ銀行　普通預金 00110-6-6183 569,600

合計  9,090,905

●寄付者ご芳名 終身会費が払い込みにも関わらず、余計にお支払いいただいた額を
寄付として入金させて頂きました。深く感謝申し上げます。

（敬称略　括弧内数字は卒業年　H：平成　その他は昭和）

■４万円　荻本国明（29）／杉田長治（34）／松崎秀樹（43）　

■３万円　田村孝久（28）／松本勝馬（36）　■２万６千円　三浦輝雄（33）　

■２万５千円　斉藤尚義（50）　■２万円　髙木光（30）／小川和夫（34）／樋下田雄三（34）

／野田幸男（41）／鈴木八郎（50）　■１万９千円　松井啓真（42）　

■１万３千円　山田元鏡（22）　■１万２千円　笹本繁宏（14）／丹羽義就（25）

■１万１千円　橋本清（32）　■１万円　高木勝彦（26）／杉野孝夫（29）／清水正敏（41）

／山本征正（41）／佐久間慶一（44）／長崎正（45）／田村秀夫（51）／崇東勇希（H26)　

■８千円　前田立雄（20･5）／原喜平（25）／矢島良治朗（35）／植松喜代光（36）

／斉藤祐治（36）／風間克己（37）／日下部篤（41）／綱頭倭夫（41）／武藤滋朗（60）

／菊池秀明（62）　■６千円　林正武（19）／福重基温（20･5）／丸山将平（H28)　

■５千円　本橋俊輔（24）／吉岡實（24）／平松敬司（31）／野島巧（35）／野田隆造（38）

／松田芳弘（39）／西本晃彦（40）／白川勝人（59）　

■４千円　大眉和士（15）／酒井真（17）／星野嘉彦（17）／加藤昇（27）／木下一郎（29）

／西沢宏明（29）／松谷眞（29）／長田藤治（30）／木村文彦（30）／箕曲在道（31）

／大内照夫（34）／木澤英教（35）／横山東洋（35）／星野勝司（36）／井上忠正（38）

／志村稔（38）／鈴木秀明（38）／坂西宗（39）／大森健次（40）／兼平和雄（40）

／良野由和（40）／江口晶二（41）／太田耕一郎（41）／帯刀和夫（41）／相馬正明（42）

／本橋由行（43）／柴田悟（44）／藤田利光（48）／内藤政則（57）／稲川友哉（H4）

／篠崎文紀（H22)／中崎一寿（H25)／赤禿隆介（H28)／高瀬崚史（H28)　

■３千円　田代嘉男（31）／平山誠一（31）／京正等（43）　

■１千円　田代嘉孝（34）／篠田奏人（H27）

（2016/4/1ー2017/3/31　単位：円）●梅窓会　平成28年度決算書

収入  

　　　　正会員（終身） 800,000 560,000

　　　　正会員（年） 600,000 436,000

　　　　賛助会費 1,000,000 763,000

　　正会員　計 2,400,000 1,759,000

　　準会費 1,864,800 1,848,900

　　雑収入 1,500 50,126

　　収入合計 4,266.300 3,658,026

支出  

　一般管理費  

　　　　委員会運営費 400,000 380,850

　　　　通信費 186,000 155,509

　　　　旅費交通費 20,000 5,780

　　　　事務・消耗品費 200,000 214,432

　　　　会議費 20,000 36,000

　　　　雑費 150,000 102,297

　　　　口座徴収費 35,000 26,770

　　　　慶弔費 30,000 0

　　　　人件費 300,000 291,900

　　　　水道光熱費 100,000 100,000

　一般管理費計 1,441,000 1,313,538

　業務運営費  

　　　　備品費 30,000 40,181

　　　　卒業記念品費用 300,000 313,200

　　　　会報費 1,200,000 1,140,852

　　　　学園行事協力費 15,000 15,000

　　　　学園行事支援費 190,000 30,000

　　　　補助寄付金（奨学金） 1,000,000 1,000,000

　　　　予備費 90,000 115,104

　　業務運営費計 2,825,000 2,654,337

　支出合計 4,266,000 3,967,875

　収支差額 300 ▲309,849

　次期繰越金 9,401,054 9,090,905

実　　績予　　算

寄付額合計　763,000 円

日本学園梅窓会

　会長　髙　木　　光　殿
監　査　報　告　書

　日本学園梅窓会の平成２８年度決算については提示された帳簿および証拠書類と対比監査結果

その処理は適性であることを認めます

　平成２９年４月２５日

 日本学園梅窓会

監事　　河　井　春　生　

監事　　熊　倉　英　人　

日本学園創立130周年記念募金で、学園に紅白の梅の木と給水機を贈呈いたしました。

君塚副会長から冊子「ようこそ梅窓会へ!」にて
梅窓会概要と常任幹事の役割を説明。

2015年10月３日に梅窓会主催の新宿京王プラザホテルで

開催しました「日本学園創立130周年記念同窓会パー

ティー」と並行して、「日本学園創立130周年記念募金」のご

協力いただきありがとうございました。皆様のご支援のお

蔭で500万円を上まわる募金をいただき厚く御礼申し上げ

ます。お寄せいただいた募金は全て学園の教育環境の整

備向上および在校生の更なる支援のために使っていただく

ことになり、学園と協議の結果、第一弾としてまず本年１月

卒業後 25年、50年のOBも参列し卒業生を祝福！ 

吹奏楽部第23回定期演奏会に多数のOBが訪れました。
３月29日（水）、狛江エコルマホールにて吹奏楽部一年の活

動を締めくくる第23回定期演奏会が盛大に開催されまし

た。会場には梅窓会会員をはじめ大勢のOBが訪れて、後

輩たちの熱いサウンドを堪能しました。プログラムは本年も

３部で構成され、第１部は吹奏楽おなじみの曲で迫力ある

演奏を、続く第２部は学年やパートごとに５つのグループに

分かれてのアンサンブル。見事に調和の取れた音色で観客

を魅了しました。そして第３部では恒例となったコミカルな

寸劇を交えた曲紹介で進行。後半、久石譲作品集のアニメ

メドレーから、ジャパニーズグラフィティー銀河鉄道999～

宇宙戦艦ヤマトの演奏は圧巻で会場も大盛り上がりでし

た。終盤では硬式野球部主将による感謝の花束贈呈と第

125期生５名の感動の卒部式が行われ、会場から温かい

拍手が送られました。吹奏楽部の皆さん素晴らしい演奏会

ありがとうございました。

平成28年度卒（第125回卒業）の新クラス幹事歓迎会が開催されました。
卒業を目前に控えた３月８日、第125回卒業生クラス幹事

を招待し新入会員歓迎会が開催されました。11時頃から

新入会員のＡ組からE組までクラス幹事９名が次々と来

室。歓迎会は会長挨拶から始まり、新クラス幹事、運営委

員の自己紹介、梅窓会概要の説明、学年代表となる常任幹

事３名の選出。和やかな雰囲気の中、閉会となりました。

11日の卒業式で学園を巣立ち梅窓会正会員として仲間入

りする彼らへ、心よりエールを送りました。

●常任幹事：向井健徒（代表）・矢中佑樹・鴨井準　名君

紅梅と白梅を植樹　 一号館１階に設置された最新式の給水機

紅梅と白梅を植樹　 一号館１階に設置された最新式の給水機

中旬に紅梅と白梅を玄関前の校祖杉浦重剛先生の銅像の

左右に植樹いたしました。第２弾として学園に最新式の給

水機（ボタン操作で上からでも下からでも水が出ます）を贈

りました。冬休みに配管工事も無事に終わり校舎の各階の

廊下と体育館前に設置された給水機は、休み時間、昼食時、

放課後に生徒たちが早速使っておりました。学園にお越し

の節はぜひご覧ください。

法定後見／虐待防止
悪質商法・手渡し特殊詐欺被害防止／任意後見

東京都及び
近県の方、相談に
応じます

一般社団法人社労士成年後見センター埼玉
〒351-0011  埼玉県朝霧市本町3-3-64

たしろ社労士事務所（昭和31年卒 田代嘉男）
電話：048-466-2571　FAX：048-475-9372　携帯：080-3515-5900
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法定後見／虐待防止
悪質商法・手渡し特殊詐欺被害防止／任意後見

東京都及び
近県の方、相談に
応じます

一般社団法人社労士成年後見センター埼玉
〒351-0011  埼玉県朝霧市本町3-3-64

たしろ社労士事務所（昭和31年卒 田代嘉男）
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もっと活用しよう!
備えあれば憂いなし、老い支度の保険

今春より校長を務めることになりまし
た水野重均（しげまさ）と申します。
私は、昭和 48 年に日本学園を卒業し、
東京電機大学卒業後本校に勤務、平成
元年より教科「情報」を担当して参りま
した。

本校は132年の歴史と伝統をもち、有為な人材を多く世に送
り出し続けてきました。建学の精神を礎とし「歴史は古く教育
は新しく」をモットーに、新しい時代に相応しい知識や技能を

水野 重均 新校長就任 百九十七名の新入生を迎え、平成 29年度入学式行われる。 

満席の卒業式会場（体育館） 卒後50年、25年の参加者

昭和23年夏。
新庭球場コート開き（右後ろは戦争中に
軍事教練で使用していた射撃場跡）。

昭和27年2月。加藤氏、猪狩氏の
卒業記念撮影（テニスコートにて）。

纐纈氏の学帽に付いていた八咫の鏡と
昭和23年マッカーサー杯記念メダル
（寄贈 纐纈浩三氏 資料室所蔵）。

昭和26年。庭球部全員記念撮影。

130年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には多彩な人材を輩出。
同期会や同窓会も盛んでいろいろなや分野の集まりが多々あります。

庭球部回顧録としてＳ27年卒の加藤昇氏より時代の証言者としてお話を聞くことができました
ので、前号86号に続き、この誌面をお借りしてご紹介します。加藤氏は昭和21年に旧制日本中学に
入学され庭球部に入部。第４回マッカーサー杯で全国優勝杯を日本学園に持ち帰ったOBであり
ます。
昭和22年４月、GHQ総司令官マッカーサー元帥が戦後日本の復興の一助となるように「硬式庭球、
軟式庭球、卓球」の３競技に優勝杯を寄贈され全国大会が開催されることになった。日本学園軟式庭
球部はこのニュースをいち早くキャッチしエースの纐纈（こうけつ）浩三氏（高校１年）、吉川道也氏
（高校２年）のペア―を「第２回マッカーサー元帥杯争奪全国軟式庭球大会」の東京都予選に送り出
し見事優勝、全国大会に出場することになった。この全国大会では吉川道也氏の伝説の「魔球サー
ブ」が強豪校を寄せ付けず全国優勝の原動力となった。
全国優勝を契機に学園では校庭の旧柔道場の南側にあった戦争中に軍事教練で使用していた射撃
場跡を取り壊し新しくテニスコートを造ってくださった。この金網で囲まれた素晴らしいコートで
部員たちは連続全国制覇を目標に連日練習に勤しむのでありました。翌24年も吉川道也氏の「魔球
サーブ」の威力は更にパワーアップ、同じペアーの纐纈（こうけつ）浩三氏（高校２年）、吉川道也氏
（高校３年）が全国優勝し２連覇を成し遂げた。昭和25年３月に吉川道也氏が卒業し大学に進学さ
れ、吉川道也氏の後を引き継ぐべく選手として加藤昇氏（高校２年）が抜擢され、纐纈氏（高校３年）
とペア―で東京都予選に出場することとなった。全国優勝を連続して成し遂げているので、加藤昇
氏にとってそのプレッシャーは相当なものであったと回顧している。まずは何としても東京都予選
を勝たなければならず、前衛は纐纈氏、後衛は加藤氏で試合に臨んだ。結果は東京都大会では難なく
優勝、そして全国大会でも全国の強豪相手に勝ち進み見事優勝し、日本学園は３年連続の全国制覇
校となった。加藤氏は試合が終わりこれでプレッシャーから解放されホットした気持ちで一杯に
なったとのことです。そして日本学園庭球部の名前は東京都はおろか全国に響き渡ったのでありま
す。まさに文武両道の日本学園でありました。全国大会３回出場という経験豊かな纐纈氏の力が
あったからこそ３年連続全国優勝という快挙を成し得たと言えるのではないでしょうか。
纐纈浩三氏の名前は「日本学園の纐纈」として全国で知られるほどの名選手で、マッカーサー元帥杯
に３年連続出場、３年連続優勝ということで東京の高校生（全競技中）としてただ一人、日本体育協
会より表彰をうけることになりました。 S42年卒　東ヶ崎和利

ＯＢ情報
短信

庭球部回顧録2号（前会報誌の続き）

平成29年３月28日（水）三八会副会長 松浦靖君の企画
で「さくらを観る会」を目黒八芳園で催しました。
前日の雨で天気が心配されましたが、天候に恵まれ男
ばかりのロマンスグレーでダンディーな？老人達、●
安藤鎮男●松浦靖●臼井良一●鈴木秀明●矢吹忠正●
稲垣一郎●鈴木延幸●一木良文●千葉晃●澤塚正史の
諸氏と川本雅之の11名が参加しました。
さくらは残念ながらまだ一部咲きで庭園のところどこ
ろしか咲いておらずテラスから眺めることとなった。
昼食に入り、花より団子でお酒と料理に舌つづみを打
ちながら、各自の近況報告、日本学園の現況等終始、和
やかな雰囲気の歓談で盛り上がるなか記念撮影をして
お開きとなり解散しました。 S38年卒　川本雅之

三八会有志で
「さくらを観る会」を催しました。

平成29年４月８日（土）明大前 香港亭にて満80歳を昨年迎えられた堀内
優憲理事長（S29年卒）、今年迎えられる髙木光梅窓会会長（S30年卒）、来
年迎える河井春生監事（S31年卒）の先輩方の傘寿（さんじゅ）を祝う会を
校祖杉浦重剛先生の曾孫、杉浦利重氏と梅窓会運営委員有志17名の参加
のもと開かれました。
清水正敏理事（S41年卒）の話によると25年前に傘寿を祝う会が開かれて
以来のことで当時のことを知る者はほとんどいませんでした。飲食、歓談
する中、先輩３人に長寿の秘訣を伺うと堀内優憲理事長はよく食べるこ
と。特に肉を今でも200グラムのステーキをしょっちゅう食べているとの
ことです。髙木会長はよく動くことで、スケジュール帳には毎日予定が
ビッシリ入っており動き回っていますとのことです。河井監事は母校のス
ポーツ試合の応援に行き身体を動かしているとのことです。そして先輩方
の共通しているのはあちこちで開催される母校の野球、バスケットボー
ル、バレーボール、サッカーの試合に幾度も応援に行っているということ
でした。われわれ後輩達も大先輩を
見習い、よく食べ、よく動き回り、よ
く身体を動かし、元気に母校を応援
して盛り上げていかないといけない
と痛感しました。最後に浦山景次梅
窓会副会長の締めの音頭でお開きと
なりました。 S38年卒　川本雅之

梅窓会運営委員有志17名の参加のもと 
25年ぶりの「傘寿を祝う会」が開かれました。 

身につけ、徳を以て活用できる人材、世界に恥じない人材をこ
れからも世に送り出し続けたいと考えています。
教育の成果が出るには時間がかかります。次世代を担う若者
達が「21世紀の人材の林」、「22 世紀の人材の森」となること
を目指し、学校の運営にあたって行く所存です。
微力ではございますが、教職員と心を一つにし、取り組まなけ
ればならない課題に誠心誠意向き合い、本学園のために務め
て参ります。母校がより発展して行くよう皆様のご指導ご鞭
撻のほどよろしくお願い申し上げます。

斎藤博は太平洋戦争直前、まさに風雲急を告げる時代に駐米
大使として赴任し、日米の和平に力を尽くした方であります。
学園資料室委員会ではこの程、斎藤氏の鎮魂歌を収めた大
変貴重なSP盤レコードを入手。音源のデジタル化に成功し、

梅窓会You t u b e
チャンネルにて公開
させて頂くことが出
来ました。レコード
には斎藤博の写真と
日米の国旗がプリン
トされ、A面は大使

国難の時代、日米親善に命を捧げた駐米大使・斎藤 博（明治 36卒）

偉大なる先輩の鎮魂歌を収めた貴重な SPレコードを入手しました。

校長就任ご挨拶

への深い哀悼を表す荘厳な曲「Ambassador Saito’s  
Return」、B面は遺骨を護送した米国巡洋艦リッチモンドター
ナー艦長と乗員へ感謝を込めた詩「Dedicated To Captain 
Richmond Turner Of The”Astoria”」が収められていま
す。作詞 ヨネノグチ、作曲 山田耕筰により昭和14年5月に制
作され、当時の世界的なソプラノ歌手 宮川美子が歌ってい
ます。

日本学園資料室委員会

平成29年度日本学園中学校、高等学校入学式が４月７日（金）
本校体育館にて総勢百九十七名の新入生を迎え、来賓、多数
の保護者参加のもと行われました。式典では水野重均（S48
年卒）新校長の挨拶、堀内優憲学園理事長（S29年卒）の祝辞
があり、続いて新入生の各クラス担任教員の紹介がありまし
た。どの生徒の顔も実に晴れ晴れしく爽やかで希望に満ち満
ちており、創立130年余の伝統ある名門日本学園にふさわし

い入学式でありました。
新入生は式典終了後、各
クラス毎に保護者との記
念写真撮影を行ない、そ
の後各クラスで、担任よ
り諸連絡を受け無事終
了しました。

平成29年３月11日（土）梅窓会から創立130周年記念募金で
寄贈された紅白の梅の若木の花が卒業生を祝福するかの如
く咲き誇るなか、第125回卒業証書授与式が挙行されました。
式典には卒業後25年（H４年卒）50年（S42年卒）のOB有志
15名も参列し卒業生の前途を祝福しました。また梅窓会から
卒業生へ記念品として校歌のオルゴールが贈呈されました。
式典では各クラスの代表者へ卒業証書の授与、東京都知事賞
ほか各団体からの表彰状後、本年３月を以って退任された小
岩利夫校長から卒業生へ「考えること、学ぶこと」の大切さを
最後の贈る言葉としました。堀内優憲理事長（S29年卒）より

「校祖杉浦重剛先生の教え」、髙木光梅窓会会長（S30年卒）
より「これからの新たなる進路への激励」、渡邉豪夫 PTA会
長の挨拶等それぞれ熱いメッセージが贈られました。そして
参列者全員で卒業生を送り閉幕しました。

第125回卒業証書授与式挙行される。

卒業後25年、50年のOBも参列し卒業生を祝福！ 

2017年の大学入試結果は公立大学と難関私立大学に多くの合格者を輩出しています。さらに中堅私大にも安定した合格者を出しています。薬学、
芸術、体育系学部にも続々と合格。大学生活での活躍が大いに期待されます。（卒業生97名／合格数179名／その他米国留学１名／専門学校３名／就職１名）

今年も難関大学に続々と合格。大学合格おめでとう。

明治36年、旧制日本中學主席卒業。その後、東京帝国大学法科卒業、領事官の試験にトップ成績で外務省入省。省内でも卓越し
た語学才能を持ち、将来を嘱望された。大正時代には日本中學の先輩となる吉田茂とコンビを組み、パリ講和会議、ワシントン会議、ロンドン海
軍軍縮会議の全権団に加わり、豊かな国際経験を積む。昭和9年、険悪化した米国との関係を立て直すため、駐米大使に抜擢され、日本文化を
紹介する書物や映画等を制作し和平に向けて尽力。昭和12年、日本軍機が米国艦を撃沈したパネイ号の事件では、本国の指示を待たず全米
放送枠を買い取り堪能な英語と真摯な言葉で謝罪、米国民の怒りを鎮めた。昭和13年、近衛文麿首相より外務大臣就任の要請を受けるも激
務による体調悪化により辞退。翌年2月療養先のホテルで肺結核により客死。ルーズベルト大統領と米国政府は彼の死を哀惜し、最新鋭の巡
洋艦アストリア号にて遺骨を護送させて最大の敬意を表した。棺は大統領から贈られた花と日章旗、星条旗によって包まれていた。母校日本中
學からは猪狩校長と教員及び第5学年代表が横浜港に到着したアストリア号を出迎え、翌日営まれた外務省葬には全生徒が参列した。太平洋
戦争開戦のわずか２年半前のことであった。

日本学園資料室委員会

斎藤 博

SP盤には斎藤博の写真と日米の
国旗がプリントされています。

歌詞カード
（日本コロンビア提供）

新宿日本中学校淀橋校舎にての講演
会後、教職員との記念撮影。（昭和９年）
前列中央（黒のスーツ姿）が斎藤博氏。
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電話：048-466-2571　FAX：048-475-9372　携帯：080-3515-5900

もっと活用しよう!
備えあれば憂いなし、老い支度の保険

今春より校長を務めることになりまし
た水野重均（しげまさ）と申します。
私は、昭和 48 年に日本学園を卒業し、
東京電機大学卒業後本校に勤務、平成
元年より教科「情報」を担当して参りま
した。

本校は132年の歴史と伝統をもち、有為な人材を多く世に送
り出し続けてきました。建学の精神を礎とし「歴史は古く教育
は新しく」をモットーに、新しい時代に相応しい知識や技能を

水野 重均 新校長就任 百九十七名の新入生を迎え、平成 29年度入学式行われる。 

満席の卒業式会場（体育館） 卒後50年、25年の参加者

昭和23年夏。
新庭球場コート開き（右後ろは戦争中に
軍事教練で使用していた射撃場跡）。

昭和27年2月。加藤氏、猪狩氏の
卒業記念撮影（テニスコートにて）。

纐纈氏の学帽に付いていた八咫の鏡と
昭和23年マッカーサー杯記念メダル
（寄贈 纐纈浩三氏 資料室所蔵）。

昭和26年。庭球部全員記念撮影。

130年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には多彩な人材を輩出。
同期会や同窓会も盛んでいろいろなや分野の集まりが多々あります。

庭球部回顧録としてＳ27年卒の加藤昇氏より時代の証言者としてお話を聞くことができました
ので、前号86号に続き、この誌面をお借りしてご紹介します。加藤氏は昭和21年に旧制日本中学に
入学され庭球部に入部。第４回マッカーサー杯で全国優勝杯を日本学園に持ち帰ったOBであり
ます。
昭和22年４月、GHQ総司令官マッカーサー元帥が戦後日本の復興の一助となるように「硬式庭球、
軟式庭球、卓球」の３競技に優勝杯を寄贈され全国大会が開催されることになった。日本学園軟式庭
球部はこのニュースをいち早くキャッチしエースの纐纈（こうけつ）浩三氏（高校１年）、吉川道也氏
（高校２年）のペア―を「第２回マッカーサー元帥杯争奪全国軟式庭球大会」の東京都予選に送り出
し見事優勝、全国大会に出場することになった。この全国大会では吉川道也氏の伝説の「魔球サー
ブ」が強豪校を寄せ付けず全国優勝の原動力となった。
全国優勝を契機に学園では校庭の旧柔道場の南側にあった戦争中に軍事教練で使用していた射撃
場跡を取り壊し新しくテニスコートを造ってくださった。この金網で囲まれた素晴らしいコートで
部員たちは連続全国制覇を目標に連日練習に勤しむのでありました。翌24年も吉川道也氏の「魔球
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（高校３年）が全国優勝し２連覇を成し遂げた。昭和25年３月に吉川道也氏が卒業し大学に進学さ
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とペア―で東京都予選に出場することとなった。全国優勝を連続して成し遂げているので、加藤昇
氏にとってそのプレッシャーは相当なものであったと回顧している。まずは何としても東京都予選
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に３年連続出場、３年連続優勝ということで東京の高校生（全競技中）としてただ一人、日本体育協
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ほか各団体からの表彰状後、本年３月を以って退任された小
岩利夫校長から卒業生へ「考えること、学ぶこと」の大切さを
最後の贈る言葉としました。堀内優憲理事長（S29年卒）より

「校祖杉浦重剛先生の教え」、髙木光梅窓会会長（S30年卒）
より「これからの新たなる進路への激励」、渡邉豪夫 PTA会
長の挨拶等それぞれ熱いメッセージが贈られました。そして
参列者全員で卒業生を送り閉幕しました。

第125回卒業証書授与式挙行される。

卒業後25年、50年のOBも参列し卒業生を祝福！ 

2017年の大学入試結果は公立大学と難関私立大学に多くの合格者を輩出しています。さらに中堅私大にも安定した合格者を出しています。薬学、
芸術、体育系学部にも続々と合格。大学生活での活躍が大いに期待されます。（卒業生97名／合格数179名／その他米国留学１名／専門学校３名／就職１名）

今年も難関大学に続々と合格。大学合格おめでとう。

明治36年、旧制日本中學主席卒業。その後、東京帝国大学法科卒業、領事官の試験にトップ成績で外務省入省。省内でも卓越し
た語学才能を持ち、将来を嘱望された。大正時代には日本中學の先輩となる吉田茂とコンビを組み、パリ講和会議、ワシントン会議、ロンドン海
軍軍縮会議の全権団に加わり、豊かな国際経験を積む。昭和9年、険悪化した米国との関係を立て直すため、駐米大使に抜擢され、日本文化を
紹介する書物や映画等を制作し和平に向けて尽力。昭和12年、日本軍機が米国艦を撃沈したパネイ号の事件では、本国の指示を待たず全米
放送枠を買い取り堪能な英語と真摯な言葉で謝罪、米国民の怒りを鎮めた。昭和13年、近衛文麿首相より外務大臣就任の要請を受けるも激
務による体調悪化により辞退。翌年2月療養先のホテルで肺結核により客死。ルーズベルト大統領と米国政府は彼の死を哀惜し、最新鋭の巡
洋艦アストリア号にて遺骨を護送させて最大の敬意を表した。棺は大統領から贈られた花と日章旗、星条旗によって包まれていた。母校日本中
學からは猪狩校長と教員及び第5学年代表が横浜港に到着したアストリア号を出迎え、翌日営まれた外務省葬には全生徒が参列した。太平洋
戦争開戦のわずか２年半前のことであった。

日本学園資料室委員会

斎藤 博

SP盤には斎藤博の写真と日米の
国旗がプリントされています。

歌詞カード
（日本コロンビア提供）

新宿日本中学校淀橋校舎にての講演
会後、教職員との記念撮影。（昭和９年）
前列中央（黒のスーツ姿）が斎藤博氏。

日本学園梅窓会報 日本学園梅窓会報
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大学入学おめでとう。今年も難関大学に続々と合格 !!

大学名 合格者数 学部
麻布大学 1 生命・環境 1
亜細亜大学 6 経済 2　経営 2　法 2
桜美林大学 2 グローバルコミュニュケーション 1　リベラルアーツ 1
神奈川大学 1 工 1
北里大学 1 理 1
工学院大学 2 工 2
國學院大学 2 経済 1　文 1
国士舘大学 11 政経 1　法 1　文 6　21世紀アジア 2　体育 1
国際武道大学 1 体育 1

駒沢大学 7 経済 2　経営 1　法 2
グローバルメディアスタディーズ 1　文 1

札幌大谷大学 1 社会 1
産業能率大学 3 経営 2　情報マネジメント1
首都大学東京 2 都市教養 2
城西大学 1 薬 1
湘南工科大学 2 工 2
成蹊大学 1 文 1
成城大学 3 法 1　社会イノベーション 1　文芸 1
専修大学 13 経済 3　経営 1　商 4　文 3　人間科学 1　二部商 1
創価大学 1 経済 1
大正大学 2 人間 2
大東文化大学 3 法 2　国際関係1
高千穂大学 1 経営 1
拓殖大学 4 政経 2　商 1　工学 1
玉川大学 3 リベラルアーツ 1　教育 2
多摩美術大学 2 美術 2
中央大学 4 商 2　経済 1　理工 1
鶴見大学 1 文 1
帝京大学 26 経済 12　法 4　文 7　外国語 3
帝京平成大学 7 経済 1　現代ライフ5　健康メディカル1
東海大学 5 政治経済 1　法 1　理 1　工学 1　文 1

大学名 合格者数 学部
亜細亜大学 5 経済 2　経営 1　法1　国際関係1
桜美林大学 3 リベラルアーツ2　ビジネスマジーメント1
神奈川大学 11 経済 3　経営 4　外国語 2　工 2
神奈川工科大学 1 応用バイオ科1
関東学院大学 2 理工1　人間環境 1
北里大学 1 海洋生命科学 1
杏林大学 2 外国語 2
国立音楽大学 1 音楽1
工学院大学 4 工 2　建築 2
国學院大学 7 経済 3　法 4
国際武道大学 1 体育1
国士舘大学 7 政経 2　法 2　文 2　経営 1
駒澤大学 11 経済 2  経営 1  法 3  文 3  グローバル・メディア・スタディーズ 2
埼玉大学 1 工1
産業能率大学 1 情報マネージメント1
島根県立大学 1 総合政策 1
淑徳大学 2 経営 1　コミュティ政策 1
湘南工科大学 1 工1
尚美学園大学 3 総合政策 1　芸術情報 2
昭和音楽大学 1 音楽1
成城大学 3 法 3
西武文理大学 5 サービス経営 5
専修大学 13 経済 4　法 2　商 2　文 3　人間科学 1　ネットワーク1
創価大学 1 文 1
大正大学 2 人間 2

大東文化大学 8 経済1　法1　文 1　外国語1　国際関係 2　環境創造 1
スポーツ健康科学 1

高千穂大学 2 商 2
拓殖大学 9 政経 3　商 2　外国語 3　国際1
多摩大学 6 経営情報 5　グローバルスダィーズ 1
玉川大学 4 経営 2　教育 2
多摩美術大学 3 美術 3
中央大学 4 経済1　文 2　総合政策 1
帝京大学 37 経済 17　法 4　文 10　外国語 5　医療技術 1
帝京科学大学 2 こども 2
帝京平成大学 6 薬 1　現代ライフ2　ヒューマンケア 2　健康メディカル1
デジタルハリウッド大学 1 デジタルコミュケション1
東海大学 9 法 4　　文4　　教養 1
東京経済大学 5 経済 2　経営 1　現代法1　コミュニケーション1
東京工科大学 3 応用生物 2　デザイン1

大学名 合格者数 学部
東京医療学院大学 3 保健医療 3
東京経済大学 8 経済 5　現代法 1　コミュニケーション2
東京国際大学 1 人間社会 1
東京成徳大学 1 経営 1
東京造形大学 1 造形 1
東京農業大学 2 生物産業 1　生命科学 1
東京薬科大学 2 生命科学 2
東邦大学 1 理 1
東洋大学 9 経済 3　経営 1　情報連携 4　ライフデザイン 1
東洋学園大学 1 現代経営 1
日本大学 5 経済 1　商 2　文理 1　生物資源 1
日本ウェルネススポーツ大学 1 スポーツプロモーション 1
日本薬科大学 1 薬 1
富士大学 1 経済 1
文教学院大学 1 人間 1
法政大学 3 経営 1　生命科学 2
武蔵大学 2 経済 2
明海大学 1 ホスピタリティツーリズム1
明治学院大学 4 経済 3　心理 1
明星大学 1 経済 1
目白大学 2 社会 2
横浜商科大学 1 商 1
立教大学 3 経済 1　理 1　現代心理 1
立正大学 2 文 2
和光大学 3 経済 1　経済経営 1　現代人間 1
合計 179

大学名 合格者数 学部
東京工芸大学 1 芸術 1
東京国際大学 2 国際関係1　経済1
東京造形大学 1 造形 1
東京電機大学 1 理工1
東京農業大学 4 農1　国際食料情報 2　地域環境科学 1
東京福祉大学 3 社会福祉 3
東京富士大学 1 経営 1
東京未来大学 1 こども心理1
東京薬科大学 4 薬 3　生命科学 1

東洋大学 10 経済 1　経営 1　法 2　社会 1　理工1　生命科学 2
総合情報 1　国際地域 1

獨協大学 2 経済1　外国語1
日本大学 12 法 1　商 4　理工1　文理 2　芸術 1　生物資源科 3
日本ウェルネススポーツ大学 3 スポーツプロモーション 3
日本経済大学 1 経営 1
日本文化大学 1 法 1
文教大学 2 経営 1　国際1
文京学院大学 4 経営 1　外国語1　保健医療技術 1　人間 1
法政大学 2 法 1　人間環境 1
武蔵大学 1 経済1
明治大学 3 文 2　情報コミュニケーション1
明治学院大学 5 法 1　文 2　社会 1　心理1
明星大学 10 経済 3　理工 2　総合理工1　人文 3　情報 1
目白大学 6 外国語 2　人間 3　人間科学 1
横浜創英大学 1 看護 1
立正大学 6 経済 2　経営 2　文 1　地球環境科1
立命館アジア太平洋大学 2 アジア太平洋 1　国際経営 1
流通経済大学 1 法 1
和光大学 5 経済経営 2　文 1　表現 2
新渡戸文化短期大学 1
国學院北海道短期大学 1
合計 286

■ 2015 ～ 2016 年に卒業された方の大学合格数（学園に連絡頂いた方のみ）
　 青山学院大１／麻布大１／学習院大１／港湾職業能力開発短期大学校１／國學院大４／国士舘大３
　駒沢大２／上智大３／成蹊大１／専修大４／中央大１／大東文化大１／東海大１／東京経済大１
　東京農業大１／獨協大１／日本大２／日本獣医生命科学大１／日本薬科大１／法政大３／明治大２
　武蔵大３／立教大１

2011 ～ 2015 年間の浪人生の大学合格数（学園に連絡頂いた方のみ）
青山学院大 1／亜細亜大 1／桜美林大 2／学習院大 1／神奈川大 1／杏林大 1／敬愛大 1／
国學院大 4／国士舘大 2／駒澤大 7／順天堂大 1／成蹊大 3／成城大 4／大東文化大 3／
高千穂大 1／拓殖大 4／玉川大 1／中央大 2／帝京大 5／東海大２／東京経済２／
東京工科大１／東京工芸大１／東京電機大１／東京都市大１／東京農工大１／
東京福祉大１／東洋大８／獨協大１／日本大 11／法政大３／武蔵大１／立教大１／
立正大２／和光大１

2015年の大学入試結果は新進学体制が本格的にスタートし、ストレートにその効果が数字として表れてきております。国公立大学や難関私立
大学は昨年に増して多くの合格者を輩出しています。さらに中堅私大にも安定した合格者を出しております。また芸術、体育系学部にも続々と
合格。後輩たちのこれからの大学生活での活躍が大いに期待されます。※卒業207人　合格数286　その他　専門学校21　就職1
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装飾事業部・造園部・造園土木事業・
貸植木事業部・企画設計室を有する
造園のプロ集団

株式会社
法定後見／虐待防止
悪質商法・手渡し特殊詐欺被害防止／任意後見

東京都及び
近県の方、相談に
応じます

一般社団法人社労士成年後見センター埼玉
〒351-0011  埼玉県朝霧市本町3-3-64

たしろ社労士事務所（昭和31年卒 田代嘉男）
電話：048-466-2571　FAX：048-475-9372　携帯：080-3515-5900

もっと活用しよう!
備えあれば憂いなし、老い支度の保険

今春より校長を務めることになりまし
た水野重均（しげまさ）と申します。
私は、昭和 48 年に日本学園を卒業し、
東京電機大学卒業後本校に勤務、平成
元年より教科「情報」を担当して参りま
した。

本校は132年の歴史と伝統をもち、有為な人材を多く世に送
り出し続けてきました。建学の精神を礎とし「歴史は古く教育
は新しく」をモットーに、新しい時代に相応しい知識や技能を

水野 重均 新校長就任 百九十七名の新入生を迎え、平成 29年度入学式行われる。 

満席の卒業式会場（体育館） 卒後50年、25年の参加者

昭和23年夏。
新庭球場コート開き（右後ろは戦争中に
軍事教練で使用していた射撃場跡）。

昭和27年2月。加藤氏、猪狩氏の
卒業記念撮影（テニスコートにて）。

纐纈氏の学帽に付いていた八咫の鏡と
昭和23年マッカーサー杯記念メダル
（寄贈 纐纈浩三氏 資料室所蔵）。

昭和26年。庭球部全員記念撮影。

130年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には多彩な人材を輩出。
同期会や同窓会も盛んでいろいろなや分野の集まりが多々あります。

庭球部回顧録としてＳ27年卒の加藤昇氏より時代の証言者としてお話を聞くことができました
ので、前号86号に続き、この誌面をお借りしてご紹介します。加藤氏は昭和21年に旧制日本中学に
入学され庭球部に入部。第４回マッカーサー杯で全国優勝杯を日本学園に持ち帰ったOBであり
ます。
昭和22年４月、GHQ総司令官マッカーサー元帥が戦後日本の復興の一助となるように「硬式庭球、
軟式庭球、卓球」の３競技に優勝杯を寄贈され全国大会が開催されることになった。日本学園軟式庭
球部はこのニュースをいち早くキャッチしエースの纐纈（こうけつ）浩三氏（高校１年）、吉川道也氏
（高校２年）のペア―を「第２回マッカーサー元帥杯争奪全国軟式庭球大会」の東京都予選に送り出
し見事優勝、全国大会に出場することになった。この全国大会では吉川道也氏の伝説の「魔球サー
ブ」が強豪校を寄せ付けず全国優勝の原動力となった。
全国優勝を契機に学園では校庭の旧柔道場の南側にあった戦争中に軍事教練で使用していた射撃
場跡を取り壊し新しくテニスコートを造ってくださった。この金網で囲まれた素晴らしいコートで
部員たちは連続全国制覇を目標に連日練習に勤しむのでありました。翌24年も吉川道也氏の「魔球
サーブ」の威力は更にパワーアップ、同じペアーの纐纈（こうけつ）浩三氏（高校２年）、吉川道也氏
（高校３年）が全国優勝し２連覇を成し遂げた。昭和25年３月に吉川道也氏が卒業し大学に進学さ
れ、吉川道也氏の後を引き継ぐべく選手として加藤昇氏（高校２年）が抜擢され、纐纈氏（高校３年）
とペア―で東京都予選に出場することとなった。全国優勝を連続して成し遂げているので、加藤昇
氏にとってそのプレッシャーは相当なものであったと回顧している。まずは何としても東京都予選
を勝たなければならず、前衛は纐纈氏、後衛は加藤氏で試合に臨んだ。結果は東京都大会では難なく
優勝、そして全国大会でも全国の強豪相手に勝ち進み見事優勝し、日本学園は３年連続の全国制覇
校となった。加藤氏は試合が終わりこれでプレッシャーから解放されホットした気持ちで一杯に
なったとのことです。そして日本学園庭球部の名前は東京都はおろか全国に響き渡ったのでありま
す。まさに文武両道の日本学園でありました。全国大会３回出場という経験豊かな纐纈氏の力が
あったからこそ３年連続全国優勝という快挙を成し得たと言えるのではないでしょうか。
纐纈浩三氏の名前は「日本学園の纐纈」として全国で知られるほどの名選手で、マッカーサー元帥杯
に３年連続出場、３年連続優勝ということで東京の高校生（全競技中）としてただ一人、日本体育協
会より表彰をうけることになりました。 S42年卒　東ヶ崎和利

ＯＢ情報
短信

庭球部回顧録2号（前会報誌の続き）

平成29年３月28日（水）三八会副会長 松浦靖君の企画
で「さくらを観る会」を目黒八芳園で催しました。
前日の雨で天気が心配されましたが、天候に恵まれ男
ばかりのロマンスグレーでダンディーな？老人達、●
安藤鎮男●松浦靖●臼井良一●鈴木秀明●矢吹忠正●
稲垣一郎●鈴木延幸●一木良文●千葉晃●澤塚正史の
諸氏と川本雅之の11名が参加しました。
さくらは残念ながらまだ一部咲きで庭園のところどこ
ろしか咲いておらずテラスから眺めることとなった。
昼食に入り、花より団子でお酒と料理に舌つづみを打
ちながら、各自の近況報告、日本学園の現況等終始、和
やかな雰囲気の歓談で盛り上がるなか記念撮影をして
お開きとなり解散しました。 S38年卒　川本雅之

三八会有志で
「さくらを観る会」を催しました。

平成29年４月８日（土）明大前 香港亭にて満80歳を昨年迎えられた堀内
優憲理事長（S29年卒）、今年迎えられる髙木光梅窓会会長（S30年卒）、来
年迎える河井春生監事（S31年卒）の先輩方の傘寿（さんじゅ）を祝う会を
校祖杉浦重剛先生の曾孫、杉浦利重氏と梅窓会運営委員有志17名の参加
のもと開かれました。
清水正敏理事（S41年卒）の話によると25年前に傘寿を祝う会が開かれて
以来のことで当時のことを知る者はほとんどいませんでした。飲食、歓談
する中、先輩３人に長寿の秘訣を伺うと堀内優憲理事長はよく食べるこ
と。特に肉を今でも200グラムのステーキをしょっちゅう食べているとの
ことです。髙木会長はよく動くことで、スケジュール帳には毎日予定が
ビッシリ入っており動き回っていますとのことです。河井監事は母校のス
ポーツ試合の応援に行き身体を動かしているとのことです。そして先輩方
の共通しているのはあちこちで開催される母校の野球、バスケットボー
ル、バレーボール、サッカーの試合に幾度も応援に行っているということ
でした。われわれ後輩達も大先輩を
見習い、よく食べ、よく動き回り、よ
く身体を動かし、元気に母校を応援
して盛り上げていかないといけない
と痛感しました。最後に浦山景次梅
窓会副会長の締めの音頭でお開きと
なりました。 S38年卒　川本雅之

梅窓会運営委員有志17名の参加のもと 
25年ぶりの「傘寿を祝う会」が開かれました。 

身につけ、徳を以て活用できる人材、世界に恥じない人材をこ
れからも世に送り出し続けたいと考えています。
教育の成果が出るには時間がかかります。次世代を担う若者
達が「21世紀の人材の林」、「22 世紀の人材の森」となること
を目指し、学校の運営にあたって行く所存です。
微力ではございますが、教職員と心を一つにし、取り組まなけ
ればならない課題に誠心誠意向き合い、本学園のために務め
て参ります。母校がより発展して行くよう皆様のご指導ご鞭
撻のほどよろしくお願い申し上げます。

斎藤博は太平洋戦争直前、まさに風雲急を告げる時代に駐米
大使として赴任し、日米の和平に力を尽くした方であります。
学園資料室委員会ではこの程、斎藤氏の鎮魂歌を収めた大
変貴重なSP盤レコードを入手。音源のデジタル化に成功し、

梅窓会You t u b e
チャンネルにて公開
させて頂くことが出
来ました。レコード
には斎藤博の写真と
日米の国旗がプリン
トされ、A面は大使

国難の時代、日米親善に命を捧げた駐米大使・斎藤 博（明治 36卒）

偉大なる先輩の鎮魂歌を収めた貴重な SPレコードを入手しました。

校長就任ご挨拶

への深い哀悼を表す荘厳な曲「Ambassador Saito’s  
Return」、B面は遺骨を護送した米国巡洋艦リッチモンドター
ナー艦長と乗員へ感謝を込めた詩「Dedicated To Captain 
Richmond Turner Of The”Astoria”」が収められていま
す。作詞 ヨネノグチ、作曲 山田耕筰により昭和14年5月に制
作され、当時の世界的なソプラノ歌手 宮川美子が歌ってい
ます。

日本学園資料室委員会

平成29年度日本学園中学校、高等学校入学式が４月７日（金）
本校体育館にて総勢百九十七名の新入生を迎え、来賓、多数
の保護者参加のもと行われました。式典では水野重均（S48
年卒）新校長の挨拶、堀内優憲学園理事長（S29年卒）の祝辞
があり、続いて新入生の各クラス担任教員の紹介がありまし
た。どの生徒の顔も実に晴れ晴れしく爽やかで希望に満ち満
ちており、創立130年余の伝統ある名門日本学園にふさわし

い入学式でありました。
新入生は式典終了後、各
クラス毎に保護者との記
念写真撮影を行ない、そ
の後各クラスで、担任よ
り諸連絡を受け無事終
了しました。

平成29年３月11日（土）梅窓会から創立130周年記念募金で
寄贈された紅白の梅の若木の花が卒業生を祝福するかの如
く咲き誇るなか、第125回卒業証書授与式が挙行されました。
式典には卒業後25年（H４年卒）50年（S42年卒）のOB有志
15名も参列し卒業生の前途を祝福しました。また梅窓会から
卒業生へ記念品として校歌のオルゴールが贈呈されました。
式典では各クラスの代表者へ卒業証書の授与、東京都知事賞
ほか各団体からの表彰状後、本年３月を以って退任された小
岩利夫校長から卒業生へ「考えること、学ぶこと」の大切さを
最後の贈る言葉としました。堀内優憲理事長（S29年卒）より

「校祖杉浦重剛先生の教え」、髙木光梅窓会会長（S30年卒）
より「これからの新たなる進路への激励」、渡邉豪夫 PTA会
長の挨拶等それぞれ熱いメッセージが贈られました。そして
参列者全員で卒業生を送り閉幕しました。

第125回卒業証書授与式挙行される。

卒業後25年、50年のOBも参列し卒業生を祝福！ 

2017年の大学入試結果は公立大学と難関私立大学に多くの合格者を輩出しています。さらに中堅私大にも安定した合格者を出しています。薬学、
芸術、体育系学部にも続々と合格。大学生活での活躍が大いに期待されます。（卒業生97名／合格数179名／その他米国留学１名／専門学校３名／就職１名）

今年も難関大学に続々と合格。大学合格おめでとう。

明治36年、旧制日本中學主席卒業。その後、東京帝国大学法科卒業、領事官の試験にトップ成績で外務省入省。省内でも卓越し
た語学才能を持ち、将来を嘱望された。大正時代には日本中學の先輩となる吉田茂とコンビを組み、パリ講和会議、ワシントン会議、ロンドン海
軍軍縮会議の全権団に加わり、豊かな国際経験を積む。昭和9年、険悪化した米国との関係を立て直すため、駐米大使に抜擢され、日本文化を
紹介する書物や映画等を制作し和平に向けて尽力。昭和12年、日本軍機が米国艦を撃沈したパネイ号の事件では、本国の指示を待たず全米
放送枠を買い取り堪能な英語と真摯な言葉で謝罪、米国民の怒りを鎮めた。昭和13年、近衛文麿首相より外務大臣就任の要請を受けるも激
務による体調悪化により辞退。翌年2月療養先のホテルで肺結核により客死。ルーズベルト大統領と米国政府は彼の死を哀惜し、最新鋭の巡
洋艦アストリア号にて遺骨を護送させて最大の敬意を表した。棺は大統領から贈られた花と日章旗、星条旗によって包まれていた。母校日本中
學からは猪狩校長と教員及び第5学年代表が横浜港に到着したアストリア号を出迎え、翌日営まれた外務省葬には全生徒が参列した。太平洋
戦争開戦のわずか２年半前のことであった。

日本学園資料室委員会

斎藤 博

SP盤には斎藤博の写真と日米の
国旗がプリントされています。

歌詞カード
（日本コロンビア提供）

新宿日本中学校淀橋校舎にての講演
会後、教職員との記念撮影。（昭和９年）
前列中央（黒のスーツ姿）が斎藤博氏。

日本学園梅窓会報 日本学園梅窓会報
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日学祭

体育祭
開催日決定！

今年から谷川平夫校長に代わって、新しく校長を務めることになりまし
た。前校長がこれまでに培われてこられた教育を受けまして、明治大
学との高大連携をさらに進化発展させながら、頑張っていこうと考えて
おります。長い歴史の中でご尽力頂いた諸先輩を前に、学園の将来を
語ることなど失礼なことと思いますが、今まで明大中野と同八王子中高
や八王子学園中高の経験を活かしながら、生徒一人ひとりが輝きのあ
る学校にしたいと考えています。入学式を終え始業式で全校生徒に、
前向きにスタートを切ろうという話をしました。このことは、自身の気持ち
でもあり大切な一言です。自分の力で、どんなに苦しいときにも諦めるこ
となく、前向きに歩み続けることを話したつもりです。結果を求めて簡単
な方法でそれが得られることを求めるような時代ですが、愚直に一歩
一歩進ませて頂きます。

ごあいさつ
日本学園 中学校・高等学校 校長 小岩利夫7年半務めた母校の校長を退任致しました。在任中に皆様からいただいた温かい

ご支援とご協力に心から御礼を申し上げます。就任時に、ゼロからの出発という意
気込みで学校改革を行おうと「にちがく元年」という標語を掲げました。その際に
私は次のような学校を作ろうと思いました。三か条になります。
①　生徒が誇りを持って学べる学校
②　教職員が誇りを持って働ける学校
③　卒業生が誇りを持って「日本学園出身」と言える学校　－です。
ここ数年の学園生徒の文武両道面における活躍ぶりはご承知のとおりです。明治
大学と高大連携したことは日本学園の社会的評価を大いに高めました。前記三か
条の目標を100%達成できたとは言いませんが、そこに向けての確実な一歩は刻め
たと思います。次の段階として小岩新校長が日本学園を一流校の地位にまで引き
上げてくれることを確信しています。

ご支援に感謝
学校法人 日本学園 特別顧問 谷川平夫（S34年卒）

OB 諸兄におかれましては、ますますご壮健にて
ご活躍のことと存じます。日頃より梅窓会（同窓会）
活動にご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。さて、明年７月、母校・日本学園は創立
130周年の佳節を迎えます。1885年（明治18年）

校祖・杉浦重剛先生を中心に、各界を代表する名士の総力を結集
して開校した東京英語学校。それから今日に至るまで、母校は自由
と文武両道の旗の下、次世代を担う前途有為の人材を輩出し続け
ています。その歩みを支えてきたのは、日本学園に学び、各界で活

日本学園創立１３０周年記念同窓会パーティー
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躍されているOB 諸兄に他なりません。明年に向けて、母校では著
名 OBによる『記念講演会（仮称）』を始めとする祝賀行事を計画
しています。梅窓会・運営委員会も母校と共に行事の企画・運営
を推進いたします。この祝賀行事を成功させると共に、母校のさら
なる発展につなげるためには、OB 諸兄の多方面にわたるご支援が
欠かせません。卒業生の力を合わせて、愛する母校の創立 130 周
年を盛大に祝おうではありませんか。今後とも何卒、ご理解・ご協
力を賜りたく、お願い申し上げます。

梅窓会  会長 S30 年卒　髙木光

会費納入はカンタンです

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S17 三島　仙弥 H28.  5.28
S17 三戸　良夫 H28.  4
S18 西見　一郎 H29.  3.  6
S18 渡辺　正清 H28. 1 .22
S20･4 福重　基温 H28.  8.  6
S22 宇木　俊夫 H29.  2.11
S22 遠藤　　豊 H28.11.24
S22 山本淳之祐 H27.  1.  1
S24 本橋　俊輔 H28.  5.  8
S24 吉岡　　實 H28.  2.24
S25 奥　　隆美 H29.  1.  9

S26 山本　武之 H28.  2
S27 弘法堂俊雄 H26.  3.17
S27 鈴木　政雄 H28.10.19
S28 河野　福治 H29.  1.26
S34 柘植一二三 H28.  3.  7
S34 佐藤　　健 H28.  4.25
S34 佐藤　悳也 H28.
S38 桐田　　功 H29.  4.  6
S45 川島　尚己 H28.  7.14
S42 小林　健司 10年前

訂正とお詫び
会報 85 号最終頁の哀悼欄

Ｓ20.５卒の日比重昭様の逝去年月日

「Ｈ27.１.１」を「Ｈ27.11」に訂正しお詫び致します。

訂正とお詫び
会報 84 号２頁の「学校法人日本学園　役員・評議員決まる」の中

お名前を　「矢嶋良二朗」を「矢島良治朗」に

会報 84 号　哀悼欄の多田辰一様の卒年を「S20.5」を「S20.4」に

それぞれ訂正しお詫び致します。

議案審議の模様（昨年度） 懇親会の模様（昨年度）

議案審議の模様（昨年度）

「平成29年度梅窓会総会・懇親会」が６月24日（土）14時よ

り日本学園内特７教室において開催する運びとなりました。

議案は●平成28年度事業報告●同決算報告。続いて●平成

29年度事業計画●同予算案の審議を予定しております。総

会終了後は引き続き同じ会場で懇親会に入り、年代を超えた

OB達の懇親の場を設ける予定です。なお総会では、来賓とし

て、堀内理事長、水野新校長にもご出席いただき学園の近況

報告等のお話をしていただく予定です。皆様のご出席を心か

らお待ちしております。

梅窓会　会長　髙木　光

梅窓会運営委員会では『常任幹事会』の開催に当たり、約

200名の常任幹事の方には往復ハガキで出席をお願いして

いますが、毎回出席者数は30～40名前後と極めて少ない状

況が続いています。梅窓会は“OBの総意に基づいて運営され

る組織”であり、『常任幹事』は同窓生の代表者として、組織の

運営に積極的に参加する役目を担っています。現在、母校は

飛躍の時期を迎えています。この勢いを後押しし、名門回帰

への道筋と社会的評価を盤石なものにするためには、OBの

結束と応援が不可欠です。また、若い世代のOB諸君にとっ

て、梅窓会は将来の役に立つ人脈づくりの格好の場でもあり

ます。ぜひ『常任幹事会』にご出席くださいますよう、お願い申

し上げます。

●開催日：６月10日（土）午後３時～４時

●会　場：学園特７教室（木造校舎の２階）
 （開催場所は当日変更する場合もあります）

●議　題：平成28年度事業報告、
 決算報告ならびに平成29年度事業計画・予算（案）

梅窓会　会長　髙木　光

トライアスロン部が出場するということで９月11日（日）2016年トライアスロン・フェスティバ
ル（立川にある昭和記念公園にて）に行って来ました。トライアスロンはオリンピックの正式種
目にもなっており年々出場者が増えているとのことで今回は小中高校生合わせて630名ほどが
全国から昭和記念公園に集合。高校生の部は10時30分スタート、スイム（水泳）、バイク（自転車）、
ラン（ランニング）の順で広大な昭和記念公園を全力で走ります。日学は７名の選手がエント
リーし全員走り切りました。会場には大きな日本学園トライアスロン部のテントがあり、ひとき
わ目立ち、来場者に日学トライアスロン部をアピールしていました。（2014年度から日本トライ
アスロン連合により「トライアスロン強化クラブ」として、全国中高から唯一認定されました。）
監督の堀越先生がとても明るく、選手達もこの大会を大いに楽しんでいました。部員の父母、顧
問の伊藤先生も応援に来られており全員で記念撮影。これからの日学トライアスロン部の活躍
が期待される大会でした。

レポート
活　動
クラブ

トライアスロン部が出場する高校生大会に行って来ました。

東京都ではフットサルは盛んですが、全国的にはその認知は未だ狭い世界に留まっております。
一歩先を行く日本学園では「アルバトロス」というフットサルチームがあり、東京都ユース
（U-18）フットサル２部（10チーム）に属し、リーグ戦を戦っております。フットサルはスピード
感溢れるスポーツで見ていてハラハラドキドキの世界ですが、選手たちは全力でピッチを駆け
廻り技とスピード、一瞬の判断力でボールを繋ぎゴールに蹴り込む実に面白いスポーツだと感
じました。前期の試合がほぼ終わった９月末現在で５勝４敗、５位以上が確定。後期は一部リー
グ昇格を目指し勉学との両立で練習に励んでいます。
OBの方々はぜひ会場まで足を運び「日本学園アルバトロス」の応援お願いいたします。

実力を付けて来たフットサルチーム「日本学園アルバトロス」。

５月15日（日）、日学硬式テニス部の「インターハイ東京予選 団体戦」が東京国立市の都立国立高
校のコートで行われるということで取材に行きました。東京地方は雲一つない五月晴れ、絶好の
試合日和です。日学は出場選手は高校３年生が２名、高校２年生が３名、合計５名でダブルスと
シングルスを戦います。
第一試合の都立調布南高校戦はダブルス、シングルスとも圧倒的な強さで３：０で日学テニス部
が快勝。第２試合は都立国立高校（都立高校のテニス大会で平成26年度に優勝の経験がある都立
の強豪校）との試合。結果はシングルスで１勝したものも惜敗。あと一歩というところの試合で
した。
スポーツコースではないテニス部ですが、日学では人気のある運動部。あのコンディションの悪
い日学のグランドのコートでよく練習しているのを見かけました。国立高校には負けはしまし
たが実に頑張ってくれました。これからまだまだ伸びる日学硬式テニス部であることをこの試
合を見て大いに実感しました。監督、顧問、出場選手、部員の皆さん、クラスメートの皆さん、そし
て保護者の皆さん、お疲れ様でした。

テニス部「インターハイ東京予選 団体戦」の試合を見に行きました。

今年の自転車部夏休みの恒例の遠征は合掌造り集落で有名な世界遺産の白川郷（岐阜県大野郡
白川村）への往復１千キロのツーリング。８月７日（日）夜明け前に第１班の高校生部員10名（中
学生もいます）で自転車部顧問土居先生と共に元気に学園を出発。そして全員日焼けした体で無
事に８月13日（土）陽もすっかり落ちた夕刻７時過ぎライトを灯し日本学園の正門をくぐり帰っ
てきました。クイックリリース仕様のマウンテンバイクでの長旅の１週間、行く先々でいろいろ
なことがあったことでしょう。足、腰、腕、手首、そしてお尻も痛くなる中、上級生は下級生を励ま
し、同級生はお互いに声を掛け合い、1000キロ以上を走破しました。出迎えの保護者、我々梅窓会
有志を前に部員一人一人遠征の感想を元気な声で語ってもらいました。
そして自転車部顧問土居先生の遠征終了の挨拶の後、こんどは自転車部の部長が保護者の用意
した遠征のお祝いの用紙に赤のマジックで遠征距離数の1076kmの数字を大きく書き入れまし
た。そして無事帰京を祝って全員で記念撮影を行い出迎えセレモニーは終了いたしました。しか
しまだ自転車部の遠征は続きました。部員が増えて嬉しい悲鳴の自転車部、第２班の中学生の自
転車部員が房総半島への遠征。帰京は８月19日（金）夕刻。全員日焼けした真っ黒な顔でひとまわ
り逞しくなって帰って来ました。

自転車部「世界遺産の白川郷」へ遠征。出迎えセレモニーに参加。

今回はスポーツコース以外のクラブで活発に活動している部を紹介いたします。

青のユニフォームが日本学園アルバトロス

手前側が日学テニス部（ダブルスの試合）

試合前に後輩部員と共に円陣を
組み気合を入れます

1076kmを走破した自転車部を
迎える父母と梅窓会有志

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年会費   4,000円　毎年1回／同封の郵便振替用紙で納入してください。

終身会費 40,000円　最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

ＯＢの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣味の会などをインターネットの「梅窓会
ブログ」や梅窓会報に掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月は除く）午後に梅窓会事
務所まで連絡をお願いいたします。パソコンなどの電子メールをご利用の方は「梅窓会ブログ」内に
ありますメールで直接原稿を投稿することもできます。皆さまの情報をお待ちしております。

梅窓会　広報部会

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました広
告を再開いたします。
広告内容は企業広告、個人名刺広告、同期会開催通知、同窓生へのメッ
セージなど、会報にふさわしい内容を希望いたします。卒業生ならびに
学園関係者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。ご希望の方
は下記までお問合せ下さい。

会費納入はカンタンです

ＯＢ情報大募集中！

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S12 平石　久馬 H28.  5.  7
S15 福並　大圓 H28.  7.  7
S17 関　　　亮 H28.  4.21
S18 福長　哲三 H28.  1.31
S19 湯野川五郎 H28.  6.  3
S23 柳田　守生 H27.  7.26
S25 吉川　道也 H28.  4.18
S26 根岸　　茂 H27.  6.13
S26 宮原　明治 H28.  2.

S26 柳田　健次 H27.  5.30
S27 鈴木　政雄 H28.10.19
S28 田村　孝久 H28.  1.26
S30 周佐　昌孝 H28.  4.20
S31 伊藤　一夫 H28.  5.
S31 村尾　　懿 H28.  5.  7
S34 荻本征四郎 H28.  8.19
S38 本多　幹夫 H13.  2.30

検索梅窓会ブログ 検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、クリックするだけでご覧になれます。

（2016/4/1ー2017/3/31　単位：円）

収入

　　　　正会員（終身） 600,000 800,000

　　　　正会員（年） 540,000 600,000

　　　　賛助会費 689,000 1,000,000

　　正会員計 1,829,000 2,400,000

　　準会費 1,832,400 1,864,800

　　雑収入 2,668 1,500

　　収入合計 3,664.068 4,266,300

支出

　一般管理費

　　　　委員会運営費 485,330 400,000

　　　　通信費 257,291 186,000

　　　　旅費交通費 11,168 20,000

　　　　事務・消耗品費 252,066 200,000

　　　　会議費 20,000 20,000

　　　　雑費 164,900 150,000

　　　　口座徴収費 61,590 35,000

　　　　慶弔費 36,200 30,000

　　　　人件費 319,900 300,000

　　　　水道光熱費 100,000 100,000

　一般管理費計 1,708,445 1,441,000

　業務運営費

　　　　備品費 47,773 30,000

　　　　卒業記念品費用 530,100 300,000

　　　　会報費 1,184,280 1,200,000

　　　　学園行事協力費 15,000 15,000

　　　　学園行事支援費 190,000 190,000

　　　　補助寄付金（奨学金） 1,000,000 1,000,000

　　　　予備費 118,318 90,000

　業務運営費計 3,085,471 2,825,000

支出合計 4,793,916 4,266,000

収支差額 -1,129,848 300

次期繰越金 9,400,754 9,401,054

予　　算前年度実績

平成28年度 梅窓会予算
学校説明会 日程

中学校

11月23日（水・祝） 入試体験
※小６対象（要予約８時30分）
12月２日（金）　10時～
12月21日（水）　18時～
１月20日（金）　18時～

学校案内・募集要項は直接学校へお問合せ下さい。
日本学園中学校・高等学校

TEL03-3322-6331　http://www.nihongakuen.ed.jp

2017年度 生徒募集!!

広告募集のお知らせ

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年会費   4,000円　毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。

終身会費 40,000円　最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

高等学校

11月26日（土） 14時～
12月３日（土） 14時～
12月10日（土） 10時～
１月10日（火） 18時～

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトはこちらにお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました
広告を再開いたしました。広告内容は企業広告、個人名刺広告、同期
会開催通知、同窓生へのメッセージなど、会報にふさわしい内容を希
望いたします。卒業生ならびに学園関係者の皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。ご希望の方は下記までお問合せ下さい。

広告募集のお知らせ

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトは編集部にお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

6月24日土 学園にて開催いたします
平成29年度「梅窓会総会」開催日決定！

6.19
sun

常任幹事の方々の参加をお願いいたします。
春の「常任幹事会」が開催されます。６月10日土

（単位：円）●平成29年３月末現在繰越金残高内訳

決算報告

繰越残高  94,467

預金残高  

　三菱東京ＵＦＪ銀行　永福町支店 普通 0151581 913,834

　三菱東京ＵＦＪ銀行　永福町支店 普通 0162414 6,574,801

　みずほ銀行　 北沢支店 普通 0220559 519,686

　ゆうちょ銀行　普通預金 10090-31282681 217,206

　ゆうちょ銀行　普通預金 10040-52625751 201,311

　ゆうちょ銀行　普通預金 00110-6-6183 569,600

合計  9,090,905

●寄付者ご芳名 終身会費が払い込みにも関わらず、余計にお支払いいただいた額を
寄付として入金させて頂きました。深く感謝申し上げます。

（敬称略　括弧内数字は卒業年　H：平成　その他は昭和）

■４万円　荻本国明（29）／杉田長治（34）／松崎秀樹（43）　

■３万円　田村孝久（28）／松本勝馬（36）　■２万６千円　三浦輝雄（33）　

■２万５千円　斉藤尚義（50）　■２万円　髙木光（30）／小川和夫（34）／樋下田雄三（34）

／野田幸男（41）／鈴木八郎（50）　■１万９千円　松井啓真（42）　

■１万３千円　山田元鏡（22）　■１万２千円　笹本繁宏（14）／丹羽義就（25）

■１万１千円　橋本清（32）　■１万円　高木勝彦（26）／杉野孝夫（29）／清水正敏（41）

／山本征正（41）／佐久間慶一（44）／長崎正（45）／田村秀夫（51）／崇東勇希（H26)　

■８千円　前田立雄（20･5）／原喜平（25）／矢島良治朗（35）／植松喜代光（36）

／斉藤祐治（36）／風間克己（37）／日下部篤（41）／綱頭倭夫（41）／武藤滋朗（60）

／菊池秀明（62）　■６千円　林正武（19）／福重基温（20･5）／丸山将平（H28)　

■５千円　本橋俊輔（24）／吉岡實（24）／平松敬司（31）／野島巧（35）／野田隆造（38）

／松田芳弘（39）／西本晃彦（40）／白川勝人（59）　

■４千円　大眉和士（15）／酒井真（17）／星野嘉彦（17）／加藤昇（27）／木下一郎（29）

／西沢宏明（29）／松谷眞（29）／長田藤治（30）／木村文彦（30）／箕曲在道（31）

／大内照夫（34）／木澤英教（35）／横山東洋（35）／星野勝司（36）／井上忠正（38）

／志村稔（38）／鈴木秀明（38）／坂西宗（39）／大森健次（40）／兼平和雄（40）

／良野由和（40）／江口晶二（41）／太田耕一郎（41）／帯刀和夫（41）／相馬正明（42）

／本橋由行（43）／柴田悟（44）／藤田利光（48）／内藤政則（57）／稲川友哉（H4）

／篠崎文紀（H22)／中崎一寿（H25)／赤禿隆介（H28)／高瀬崚史（H28)　

■３千円　田代嘉男（31）／平山誠一（31）／京正等（43）　

■１千円　田代嘉孝（34）／篠田奏人（H27）

（2016/4/1ー2017/3/31　単位：円）●梅窓会　平成28年度決算書

収入  

　　　　正会員（終身） 800,000 560,000

　　　　正会員（年） 600,000 436,000

　　　　賛助会費 1,000,000 763,000

　　正会員　計 2,400,000 1,759,000

　　準会費 1,864,800 1,848,900

　　雑収入 1,500 50,126

　　収入合計 4,266.300 3,658,026

支出  

　一般管理費  

　　　　委員会運営費 400,000 380,850

　　　　通信費 186,000 155,509

　　　　旅費交通費 20,000 5,780

　　　　事務・消耗品費 200,000 214,432

　　　　会議費 20,000 36,000

　　　　雑費 150,000 102,297

　　　　口座徴収費 35,000 26,770

　　　　慶弔費 30,000 0

　　　　人件費 300,000 291,900

　　　　水道光熱費 100,000 100,000

　一般管理費計 1,441,000 1,313,538

　業務運営費  

　　　　備品費 30,000 40,181

　　　　卒業記念品費用 300,000 313,200

　　　　会報費 1,200,000 1,140,852

　　　　学園行事協力費 15,000 15,000

　　　　学園行事支援費 190,000 30,000

　　　　補助寄付金（奨学金） 1,000,000 1,000,000

　　　　予備費 90,000 115,104

　　業務運営費計 2,825,000 2,654,337

　支出合計 4,266,000 3,967,875

　収支差額 300 ▲309,849

　次期繰越金 9,401,054 9,090,905

実　　績予　　算

寄付額合計　763,000 円

日本学園梅窓会

　会長　髙　木　　光　殿
監　査　報　告　書

　日本学園梅窓会の平成２８年度決算については提示された帳簿および証拠書類と対比監査結果

その処理は適性であることを認めます

　平成２９年４月２５日

 日本学園梅窓会

監事　　河　井　春　生　

監事　　熊　倉　英　人　

日本学園創立130周年記念募金で、学園に紅白の梅の木と給水機を贈呈いたしました。

君塚副会長から冊子「ようこそ梅窓会へ!」にて
梅窓会概要と常任幹事の役割を説明。

2015年10月３日に梅窓会主催の新宿京王プラザホテルで

開催しました「日本学園創立130周年記念同窓会パー

ティー」と並行して、「日本学園創立130周年記念募金」のご

協力いただきありがとうございました。皆様のご支援のお

蔭で500万円を上まわる募金をいただき厚く御礼申し上げ

ます。お寄せいただいた募金は全て学園の教育環境の整

備向上および在校生の更なる支援のために使っていただく

ことになり、学園と協議の結果、第一弾としてまず本年１月

卒業後 25年、50年のOBも参列し卒業生を祝福！ 

吹奏楽部第23回定期演奏会に多数のOBが訪れました。
３月29日（水）、狛江エコルマホールにて吹奏楽部一年の活

動を締めくくる第23回定期演奏会が盛大に開催されまし

た。会場には梅窓会会員をはじめ大勢のOBが訪れて、後

輩たちの熱いサウンドを堪能しました。プログラムは本年も

３部で構成され、第１部は吹奏楽おなじみの曲で迫力ある

演奏を、続く第２部は学年やパートごとに５つのグループに

分かれてのアンサンブル。見事に調和の取れた音色で観客

を魅了しました。そして第３部では恒例となったコミカルな

寸劇を交えた曲紹介で進行。後半、久石譲作品集のアニメ

メドレーから、ジャパニーズグラフィティー銀河鉄道999～

宇宙戦艦ヤマトの演奏は圧巻で会場も大盛り上がりでし

た。終盤では硬式野球部主将による感謝の花束贈呈と第

125期生５名の感動の卒部式が行われ、会場から温かい

拍手が送られました。吹奏楽部の皆さん素晴らしい演奏会

ありがとうございました。

平成28年度卒（第125回卒業）の新クラス幹事歓迎会が開催されました。
卒業を目前に控えた３月８日、第125回卒業生クラス幹事

を招待し新入会員歓迎会が開催されました。11時頃から

新入会員のＡ組からE組までクラス幹事９名が次々と来

室。歓迎会は会長挨拶から始まり、新クラス幹事、運営委

員の自己紹介、梅窓会概要の説明、学年代表となる常任幹

事３名の選出。和やかな雰囲気の中、閉会となりました。

11日の卒業式で学園を巣立ち梅窓会正会員として仲間入

りする彼らへ、心よりエールを送りました。

●常任幹事：向井健徒（代表）・矢中佑樹・鴨井準　名君

紅梅と白梅を植樹　 一号館１階に設置された最新式の給水機

紅梅と白梅を植樹　 一号館１階に設置された最新式の給水機

中旬に紅梅と白梅を玄関前の校祖杉浦重剛先生の銅像の

左右に植樹いたしました。第２弾として学園に最新式の給

水機（ボタン操作で上からでも下からでも水が出ます）を贈

りました。冬休みに配管工事も無事に終わり校舎の各階の

廊下と体育館前に設置された給水機は、休み時間、昼食時、

放課後に生徒たちが早速使っておりました。学園にお越し

の節はぜひご覧ください。

法定後見／虐待防止
悪質商法・手渡し特殊詐欺被害防止／任意後見

東京都及び
近県の方、相談に
応じます

一般社団法人社労士成年後見センター埼玉
〒351-0011  埼玉県朝霧市本町3-3-64

たしろ社労士事務所（昭和31年卒 田代嘉男）
電話：048-466-2571　FAX：048-475-9372　携帯：080-3515-5900

お
任
せ
く
だ
さ
い
。

〒201-0012 
東京都狛江市中和泉3丁目2番15号
電 話：03（3489）0165 
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もっと活用しよう!
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日学祭

体育祭
開催日決定！

今年から谷川平夫校長に代わって、新しく校長を務めることになりまし
た。前校長がこれまでに培われてこられた教育を受けまして、明治大
学との高大連携をさらに進化発展させながら、頑張っていこうと考えて
おります。長い歴史の中でご尽力頂いた諸先輩を前に、学園の将来を
語ることなど失礼なことと思いますが、今まで明大中野と同八王子中高
や八王子学園中高の経験を活かしながら、生徒一人ひとりが輝きのあ
る学校にしたいと考えています。入学式を終え始業式で全校生徒に、
前向きにスタートを切ろうという話をしました。このことは、自身の気持ち
でもあり大切な一言です。自分の力で、どんなに苦しいときにも諦めるこ
となく、前向きに歩み続けることを話したつもりです。結果を求めて簡単
な方法でそれが得られることを求めるような時代ですが、愚直に一歩
一歩進ませて頂きます。

ごあいさつ
日本学園 中学校・高等学校 校長 小岩利夫7年半務めた母校の校長を退任致しました。在任中に皆様からいただいた温かい

ご支援とご協力に心から御礼を申し上げます。就任時に、ゼロからの出発という意
気込みで学校改革を行おうと「にちがく元年」という標語を掲げました。その際に
私は次のような学校を作ろうと思いました。三か条になります。
①　生徒が誇りを持って学べる学校
②　教職員が誇りを持って働ける学校
③　卒業生が誇りを持って「日本学園出身」と言える学校　－です。
ここ数年の学園生徒の文武両道面における活躍ぶりはご承知のとおりです。明治
大学と高大連携したことは日本学園の社会的評価を大いに高めました。前記三か
条の目標を100%達成できたとは言いませんが、そこに向けての確実な一歩は刻め
たと思います。次の段階として小岩新校長が日本学園を一流校の地位にまで引き
上げてくれることを確信しています。

ご支援に感謝
学校法人 日本学園 特別顧問 谷川平夫（S34年卒）

OB 諸兄におかれましては、ますますご壮健にて
ご活躍のことと存じます。日頃より梅窓会（同窓会）
活動にご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。さて、明年７月、母校・日本学園は創立
130周年の佳節を迎えます。1885年（明治18年）

校祖・杉浦重剛先生を中心に、各界を代表する名士の総力を結集
して開校した東京英語学校。それから今日に至るまで、母校は自由
と文武両道の旗の下、次世代を担う前途有為の人材を輩出し続け
ています。その歩みを支えてきたのは、日本学園に学び、各界で活

日本学園創立１３０周年記念同窓会パーティー

10/4 土 5日

躍されているOB 諸兄に他なりません。明年に向けて、母校では著
名 OBによる『記念講演会（仮称）』を始めとする祝賀行事を計画
しています。梅窓会・運営委員会も母校と共に行事の企画・運営
を推進いたします。この祝賀行事を成功させると共に、母校のさら
なる発展につなげるためには、OB 諸兄の多方面にわたるご支援が
欠かせません。卒業生の力を合わせて、愛する母校の創立 130 周
年を盛大に祝おうではありませんか。今後とも何卒、ご理解・ご協
力を賜りたく、お願い申し上げます。

梅窓会  会長 S30 年卒　髙木光

会費納入はカンタンです

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S17 三島　仙弥 H28.  5.28
S17 三戸　良夫 H28.  4
S18 西見　一郎 H29.  3.  6
S18 渡辺　正清 H28. 1 .22
S20･4 福重　基温 H28.  8.  6
S22 宇木　俊夫 H29.  2.11
S22 遠藤　　豊 H28.11.24
S22 山本淳之祐 H27.  1.  1
S24 本橋　俊輔 H28.  5.  8
S24 吉岡　　實 H28.  2.24
S25 奥　　隆美 H29.  1.  9

S26 山本　武之 H28.  2
S27 弘法堂俊雄 H26.  3.17
S27 鈴木　政雄 H28.10.19
S28 河野　福治 H29.  1.26
S34 柘植一二三 H28.  3.  7
S34 佐藤　　健 H28.  4.25
S34 佐藤　悳也 H28.
S38 桐田　　功 H29.  4.  6
S45 川島　尚己 H28.  7.14
S42 小林　健司 10年前

訂正とお詫び
会報 85 号最終頁の哀悼欄

Ｓ20.５卒の日比重昭様の逝去年月日

「Ｈ27.１.１」を「Ｈ27.11」に訂正しお詫び致します。

訂正とお詫び
会報 84 号２頁の「学校法人日本学園　役員・評議員決まる」の中

お名前を　「矢嶋良二朗」を「矢島良治朗」に

会報 84 号　哀悼欄の多田辰一様の卒年を「S20.5」を「S20.4」に

それぞれ訂正しお詫び致します。

議案審議の模様（昨年度） 懇親会の模様（昨年度）

議案審議の模様（昨年度）

「平成29年度梅窓会総会・懇親会」が６月24日（土）14時よ

り日本学園内特７教室において開催する運びとなりました。

議案は●平成28年度事業報告●同決算報告。続いて●平成

29年度事業計画●同予算案の審議を予定しております。総

会終了後は引き続き同じ会場で懇親会に入り、年代を超えた

OB達の懇親の場を設ける予定です。なお総会では、来賓とし

て、堀内理事長、水野新校長にもご出席いただき学園の近況

報告等のお話をしていただく予定です。皆様のご出席を心か

らお待ちしております。

梅窓会　会長　髙木　光

梅窓会運営委員会では『常任幹事会』の開催に当たり、約

200名の常任幹事の方には往復ハガキで出席をお願いして

いますが、毎回出席者数は30～40名前後と極めて少ない状

況が続いています。梅窓会は“OBの総意に基づいて運営され

る組織”であり、『常任幹事』は同窓生の代表者として、組織の

運営に積極的に参加する役目を担っています。現在、母校は

飛躍の時期を迎えています。この勢いを後押しし、名門回帰

への道筋と社会的評価を盤石なものにするためには、OBの

結束と応援が不可欠です。また、若い世代のOB諸君にとっ

て、梅窓会は将来の役に立つ人脈づくりの格好の場でもあり

ます。ぜひ『常任幹事会』にご出席くださいますよう、お願い申

し上げます。

●開催日：６月10日（土）午後３時～４時

●会　場：学園特７教室（木造校舎の２階）
 （開催場所は当日変更する場合もあります）

●議　題：平成28年度事業報告、
 決算報告ならびに平成29年度事業計画・予算（案）

梅窓会　会長　髙木　光

トライアスロン部が出場するということで９月11日（日）2016年トライアスロン・フェスティバ
ル（立川にある昭和記念公園にて）に行って来ました。トライアスロンはオリンピックの正式種
目にもなっており年々出場者が増えているとのことで今回は小中高校生合わせて630名ほどが
全国から昭和記念公園に集合。高校生の部は10時30分スタート、スイム（水泳）、バイク（自転車）、
ラン（ランニング）の順で広大な昭和記念公園を全力で走ります。日学は７名の選手がエント
リーし全員走り切りました。会場には大きな日本学園トライアスロン部のテントがあり、ひとき
わ目立ち、来場者に日学トライアスロン部をアピールしていました。（2014年度から日本トライ
アスロン連合により「トライアスロン強化クラブ」として、全国中高から唯一認定されました。）
監督の堀越先生がとても明るく、選手達もこの大会を大いに楽しんでいました。部員の父母、顧
問の伊藤先生も応援に来られており全員で記念撮影。これからの日学トライアスロン部の活躍
が期待される大会でした。

レポート
活　動
クラブ

トライアスロン部が出場する高校生大会に行って来ました。

東京都ではフットサルは盛んですが、全国的にはその認知は未だ狭い世界に留まっております。
一歩先を行く日本学園では「アルバトロス」というフットサルチームがあり、東京都ユース
（U-18）フットサル２部（10チーム）に属し、リーグ戦を戦っております。フットサルはスピード
感溢れるスポーツで見ていてハラハラドキドキの世界ですが、選手たちは全力でピッチを駆け
廻り技とスピード、一瞬の判断力でボールを繋ぎゴールに蹴り込む実に面白いスポーツだと感
じました。前期の試合がほぼ終わった９月末現在で５勝４敗、５位以上が確定。後期は一部リー
グ昇格を目指し勉学との両立で練習に励んでいます。
OBの方々はぜひ会場まで足を運び「日本学園アルバトロス」の応援お願いいたします。

実力を付けて来たフットサルチーム「日本学園アルバトロス」。

５月15日（日）、日学硬式テニス部の「インターハイ東京予選 団体戦」が東京国立市の都立国立高
校のコートで行われるということで取材に行きました。東京地方は雲一つない五月晴れ、絶好の
試合日和です。日学は出場選手は高校３年生が２名、高校２年生が３名、合計５名でダブルスと
シングルスを戦います。
第一試合の都立調布南高校戦はダブルス、シングルスとも圧倒的な強さで３：０で日学テニス部
が快勝。第２試合は都立国立高校（都立高校のテニス大会で平成26年度に優勝の経験がある都立
の強豪校）との試合。結果はシングルスで１勝したものも惜敗。あと一歩というところの試合で
した。
スポーツコースではないテニス部ですが、日学では人気のある運動部。あのコンディションの悪
い日学のグランドのコートでよく練習しているのを見かけました。国立高校には負けはしまし
たが実に頑張ってくれました。これからまだまだ伸びる日学硬式テニス部であることをこの試
合を見て大いに実感しました。監督、顧問、出場選手、部員の皆さん、クラスメートの皆さん、そし
て保護者の皆さん、お疲れ様でした。

テニス部「インターハイ東京予選 団体戦」の試合を見に行きました。

今年の自転車部夏休みの恒例の遠征は合掌造り集落で有名な世界遺産の白川郷（岐阜県大野郡
白川村）への往復１千キロのツーリング。８月７日（日）夜明け前に第１班の高校生部員10名（中
学生もいます）で自転車部顧問土居先生と共に元気に学園を出発。そして全員日焼けした体で無
事に８月13日（土）陽もすっかり落ちた夕刻７時過ぎライトを灯し日本学園の正門をくぐり帰っ
てきました。クイックリリース仕様のマウンテンバイクでの長旅の１週間、行く先々でいろいろ
なことがあったことでしょう。足、腰、腕、手首、そしてお尻も痛くなる中、上級生は下級生を励ま
し、同級生はお互いに声を掛け合い、1000キロ以上を走破しました。出迎えの保護者、我々梅窓会
有志を前に部員一人一人遠征の感想を元気な声で語ってもらいました。
そして自転車部顧問土居先生の遠征終了の挨拶の後、こんどは自転車部の部長が保護者の用意
した遠征のお祝いの用紙に赤のマジックで遠征距離数の1076kmの数字を大きく書き入れまし
た。そして無事帰京を祝って全員で記念撮影を行い出迎えセレモニーは終了いたしました。しか
しまだ自転車部の遠征は続きました。部員が増えて嬉しい悲鳴の自転車部、第２班の中学生の自
転車部員が房総半島への遠征。帰京は８月19日（金）夕刻。全員日焼けした真っ黒な顔でひとまわ
り逞しくなって帰って来ました。

自転車部「世界遺産の白川郷」へ遠征。出迎えセレモニーに参加。

今回はスポーツコース以外のクラブで活発に活動している部を紹介いたします。

青のユニフォームが日本学園アルバトロス

手前側が日学テニス部（ダブルスの試合）

試合前に後輩部員と共に円陣を
組み気合を入れます

1076kmを走破した自転車部を
迎える父母と梅窓会有志

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年会費   4,000円　毎年1回／同封の郵便振替用紙で納入してください。

終身会費 40,000円　最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

ＯＢの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣味の会などをインターネットの「梅窓会
ブログ」や梅窓会報に掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月は除く）午後に梅窓会事
務所まで連絡をお願いいたします。パソコンなどの電子メールをご利用の方は「梅窓会ブログ」内に
ありますメールで直接原稿を投稿することもできます。皆さまの情報をお待ちしております。

梅窓会　広報部会

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました広
告を再開いたします。
広告内容は企業広告、個人名刺広告、同期会開催通知、同窓生へのメッ
セージなど、会報にふさわしい内容を希望いたします。卒業生ならびに
学園関係者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。ご希望の方
は下記までお問合せ下さい。

会費納入はカンタンです

ＯＢ情報大募集中！

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S12 平石　久馬 H28.  5.  7
S15 福並　大圓 H28.  7.  7
S17 関　　　亮 H28.  4.21
S18 福長　哲三 H28.  1.31
S19 湯野川五郎 H28.  6.  3
S23 柳田　守生 H27.  7.26
S25 吉川　道也 H28.  4.18
S26 根岸　　茂 H27.  6.13
S26 宮原　明治 H28.  2.

S26 柳田　健次 H27.  5.30
S27 鈴木　政雄 H28.10.19
S28 田村　孝久 H28.  1.26
S30 周佐　昌孝 H28.  4.20
S31 伊藤　一夫 H28.  5.
S31 村尾　　懿 H28.  5.  7
S34 荻本征四郎 H28.  8.19
S38 本多　幹夫 H13.  2.30

検索梅窓会ブログ 検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、クリックするだけでご覧になれます。

（2016/4/1ー2017/3/31　単位：円）

収入

　　　　正会員（終身） 600,000 800,000

　　　　正会員（年） 540,000 600,000

　　　　賛助会費 689,000 1,000,000

　　正会員計 1,829,000 2,400,000

　　準会費 1,832,400 1,864,800

　　雑収入 2,668 1,500

　　収入合計 3,664.068 4,266,300

支出

　一般管理費

　　　　委員会運営費 485,330 400,000

　　　　通信費 257,291 186,000

　　　　旅費交通費 11,168 20,000

　　　　事務・消耗品費 252,066 200,000

　　　　会議費 20,000 20,000

　　　　雑費 164,900 150,000

　　　　口座徴収費 61,590 35,000

　　　　慶弔費 36,200 30,000

　　　　人件費 319,900 300,000

　　　　水道光熱費 100,000 100,000

　一般管理費計 1,708,445 1,441,000

　業務運営費

　　　　備品費 47,773 30,000

　　　　卒業記念品費用 530,100 300,000

　　　　会報費 1,184,280 1,200,000

　　　　学園行事協力費 15,000 15,000

　　　　学園行事支援費 190,000 190,000

　　　　補助寄付金（奨学金） 1,000,000 1,000,000

　　　　予備費 118,318 90,000

　業務運営費計 3,085,471 2,825,000

支出合計 4,793,916 4,266,000

収支差額 -1,129,848 300

次期繰越金 9,400,754 9,401,054

予　　算前年度実績

平成28年度 梅窓会予算
学校説明会 日程

中学校

11月23日（水・祝） 入試体験
※小６対象（要予約８時30分）
12月２日（金）　10時～
12月21日（水）　18時～
１月20日（金）　18時～

学校案内・募集要項は直接学校へお問合せ下さい。
日本学園中学校・高等学校

TEL03-3322-6331　http://www.nihongakuen.ed.jp

2017年度 生徒募集!!

広告募集のお知らせ

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年会費   4,000円　毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。

終身会費 40,000円　最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

高等学校

11月26日（土） 14時～
12月３日（土） 14時～
12月10日（土） 10時～
１月10日（火） 18時～

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトはこちらにお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました
広告を再開いたしました。広告内容は企業広告、個人名刺広告、同期
会開催通知、同窓生へのメッセージなど、会報にふさわしい内容を希
望いたします。卒業生ならびに学園関係者の皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。ご希望の方は下記までお問合せ下さい。

広告募集のお知らせ

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトは編集部にお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

6月24日土 学園にて開催いたします
平成29年度「梅窓会総会」開催日決定！

6.19
sun

常任幹事の方々の参加をお願いいたします。
春の「常任幹事会」が開催されます。６月10日土

（単位：円）●平成29年３月末現在繰越金残高内訳

決算報告

繰越残高  94,467

預金残高  

　三菱東京ＵＦＪ銀行　永福町支店 普通 0151581 913,834

　三菱東京ＵＦＪ銀行　永福町支店 普通 0162414 6,574,801

　みずほ銀行　 北沢支店 普通 0220559 519,686

　ゆうちょ銀行　普通預金 10090-31282681 217,206

　ゆうちょ銀行　普通預金 10040-52625751 201,311

　ゆうちょ銀行　普通預金 00110-6-6183 569,600

合計  9,090,905

●寄付者ご芳名 終身会費が払い込みにも関わらず、余計にお支払いいただいた額を
寄付として入金させて頂きました。深く感謝申し上げます。

（敬称略　括弧内数字は卒業年　H：平成　その他は昭和）

■４万円　荻本国明（29）／杉田長治（34）／松崎秀樹（43）　

■３万円　田村孝久（28）／松本勝馬（36）　■２万６千円　三浦輝雄（33）　

■２万５千円　斉藤尚義（50）　■２万円　髙木光（30）／小川和夫（34）／樋下田雄三（34）

／野田幸男（41）／鈴木八郎（50）　■１万９千円　松井啓真（42）　

■１万３千円　山田元鏡（22）　■１万２千円　笹本繁宏（14）／丹羽義就（25）

■１万１千円　橋本清（32）　■１万円　高木勝彦（26）／杉野孝夫（29）／清水正敏（41）

／山本征正（41）／佐久間慶一（44）／長崎正（45）／田村秀夫（51）／崇東勇希（H26)　

■８千円　前田立雄（20･5）／原喜平（25）／矢島良治朗（35）／植松喜代光（36）

／斉藤祐治（36）／風間克己（37）／日下部篤（41）／綱頭倭夫（41）／武藤滋朗（60）

／菊池秀明（62）　■６千円　林正武（19）／福重基温（20･5）／丸山将平（H28)　

■５千円　本橋俊輔（24）／吉岡實（24）／平松敬司（31）／野島巧（35）／野田隆造（38）

／松田芳弘（39）／西本晃彦（40）／白川勝人（59）　

■４千円　大眉和士（15）／酒井真（17）／星野嘉彦（17）／加藤昇（27）／木下一郎（29）

／西沢宏明（29）／松谷眞（29）／長田藤治（30）／木村文彦（30）／箕曲在道（31）

／大内照夫（34）／木澤英教（35）／横山東洋（35）／星野勝司（36）／井上忠正（38）

／志村稔（38）／鈴木秀明（38）／坂西宗（39）／大森健次（40）／兼平和雄（40）

／良野由和（40）／江口晶二（41）／太田耕一郎（41）／帯刀和夫（41）／相馬正明（42）

／本橋由行（43）／柴田悟（44）／藤田利光（48）／内藤政則（57）／稲川友哉（H4）

／篠崎文紀（H22)／中崎一寿（H25)／赤禿隆介（H28)／高瀬崚史（H28)　

■３千円　田代嘉男（31）／平山誠一（31）／京正等（43）　

■１千円　田代嘉孝（34）／篠田奏人（H27）

（2016/4/1ー2017/3/31　単位：円）●梅窓会　平成28年度決算書

収入  

　　　　正会員（終身） 800,000 560,000

　　　　正会員（年） 600,000 436,000

　　　　賛助会費 1,000,000 763,000

　　正会員　計 2,400,000 1,759,000

　　準会費 1,864,800 1,848,900

　　雑収入 1,500 50,126

　　収入合計 4,266.300 3,658,026

支出  

　一般管理費  

　　　　委員会運営費 400,000 380,850

　　　　通信費 186,000 155,509

　　　　旅費交通費 20,000 5,780

　　　　事務・消耗品費 200,000 214,432

　　　　会議費 20,000 36,000

　　　　雑費 150,000 102,297

　　　　口座徴収費 35,000 26,770

　　　　慶弔費 30,000 0

　　　　人件費 300,000 291,900

　　　　水道光熱費 100,000 100,000

　一般管理費計 1,441,000 1,313,538

　業務運営費  

　　　　備品費 30,000 40,181

　　　　卒業記念品費用 300,000 313,200

　　　　会報費 1,200,000 1,140,852

　　　　学園行事協力費 15,000 15,000

　　　　学園行事支援費 190,000 30,000

　　　　補助寄付金（奨学金） 1,000,000 1,000,000

　　　　予備費 90,000 115,104

　　業務運営費計 2,825,000 2,654,337

　支出合計 4,266,000 3,967,875

　収支差額 300 ▲309,849

　次期繰越金 9,401,054 9,090,905

実　　績予　　算

寄付額合計　763,000 円

日本学園梅窓会

　会長　髙　木　　光　殿
監　査　報　告　書

　日本学園梅窓会の平成２８年度決算については提示された帳簿および証拠書類と対比監査結果

その処理は適性であることを認めます

　平成２９年４月２５日

 日本学園梅窓会

監事　　河　井　春　生　

監事　　熊　倉　英　人　

日本学園創立130周年記念募金で、学園に紅白の梅の木と給水機を贈呈いたしました。

君塚副会長から冊子「ようこそ梅窓会へ!」にて
梅窓会概要と常任幹事の役割を説明。

2015年10月３日に梅窓会主催の新宿京王プラザホテルで

開催しました「日本学園創立130周年記念同窓会パー

ティー」と並行して、「日本学園創立130周年記念募金」のご

協力いただきありがとうございました。皆様のご支援のお

蔭で500万円を上まわる募金をいただき厚く御礼申し上げ

ます。お寄せいただいた募金は全て学園の教育環境の整

備向上および在校生の更なる支援のために使っていただく

ことになり、学園と協議の結果、第一弾としてまず本年１月

卒業後 25年、50年のOBも参列し卒業生を祝福！ 

吹奏楽部第23回定期演奏会に多数のOBが訪れました。
３月29日（水）、狛江エコルマホールにて吹奏楽部一年の活

動を締めくくる第23回定期演奏会が盛大に開催されまし

た。会場には梅窓会会員をはじめ大勢のOBが訪れて、後

輩たちの熱いサウンドを堪能しました。プログラムは本年も

３部で構成され、第１部は吹奏楽おなじみの曲で迫力ある

演奏を、続く第２部は学年やパートごとに５つのグループに

分かれてのアンサンブル。見事に調和の取れた音色で観客

を魅了しました。そして第３部では恒例となったコミカルな

寸劇を交えた曲紹介で進行。後半、久石譲作品集のアニメ

メドレーから、ジャパニーズグラフィティー銀河鉄道999～

宇宙戦艦ヤマトの演奏は圧巻で会場も大盛り上がりでし

た。終盤では硬式野球部主将による感謝の花束贈呈と第

125期生５名の感動の卒部式が行われ、会場から温かい

拍手が送られました。吹奏楽部の皆さん素晴らしい演奏会

ありがとうございました。

平成28年度卒（第125回卒業）の新クラス幹事歓迎会が開催されました。
卒業を目前に控えた３月８日、第125回卒業生クラス幹事

を招待し新入会員歓迎会が開催されました。11時頃から

新入会員のＡ組からE組までクラス幹事９名が次々と来

室。歓迎会は会長挨拶から始まり、新クラス幹事、運営委

員の自己紹介、梅窓会概要の説明、学年代表となる常任幹

事３名の選出。和やかな雰囲気の中、閉会となりました。

11日の卒業式で学園を巣立ち梅窓会正会員として仲間入

りする彼らへ、心よりエールを送りました。

●常任幹事：向井健徒（代表）・矢中佑樹・鴨井準　名君

紅梅と白梅を植樹　 一号館１階に設置された最新式の給水機

紅梅と白梅を植樹　 一号館１階に設置された最新式の給水機

中旬に紅梅と白梅を玄関前の校祖杉浦重剛先生の銅像の

左右に植樹いたしました。第２弾として学園に最新式の給

水機（ボタン操作で上からでも下からでも水が出ます）を贈

りました。冬休みに配管工事も無事に終わり校舎の各階の

廊下と体育館前に設置された給水機は、休み時間、昼食時、

放課後に生徒たちが早速使っておりました。学園にお越し

の節はぜひご覧ください。

法定後見／虐待防止
悪質商法・手渡し特殊詐欺被害防止／任意後見

東京都及び
近県の方、相談に
応じます

一般社団法人社労士成年後見センター埼玉
〒351-0011  埼玉県朝霧市本町3-3-64

たしろ社労士事務所（昭和31年卒 田代嘉男）
電話：048-466-2571　FAX：048-475-9372　携帯：080-3515-5900

お
任
せ
く
だ
さ
い
。

〒201-0012 
東京都狛江市中和泉3丁目2番15号
電 話：03（3489）0165 
ＦＡＸ：03（3489）0104代表取締役社長 白井 真一

造 

園
植 

木
の

レ
ン
タ
ル
な
ら

装飾事業部・造園部・造園土木事業・
貸植木事業部・企画設計室を有する
造園のプロ集団

株式会社

古いもの買います

もっと活用しよう!
  備えあれば憂いなし、老いの支度の保険

Baisou information.

Vol.87

2017spring & summer  autumn & winter日本学園

梅窓会報

発行日  2017年５月15日

〒156-0043 東京都世田谷区松原 2-7-34
日本学園 気付 TEL/FAX 03-3322-7878
baisoukai@yahoo.co.jp
［発行人］ 会長　髙木 光

日本学園 気付 TEL/FAX 03-3322-7878
［発行人］ 会長　髙木 光

日本学園梅窓会

日本学園梅窓会報

5


